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はじめに

この消費者情報ガイドは、お車に関する重要な情報
をご理解いただくために作成されました。

このガイドでは、このお車に標準装備またはオプシ
ョン装備されている機能や装備の操作方法につい
ても図解して説明しています。また、このガイドに
は、この車両に設定されなくなった、または設定され
なかった機能や装備についての記述が含まれてい
る場合があります。このガイドに記載されている機
能や装備のうち、この車両に装備されていないもの
は無視してください。FCA International Operations
LLC（FCAIO）は、以前に生産された車について何ら
義務を負うことなく、設計および仕様を変更し、製品
への追加・改良を行う権利を有するものとします。情
報の完全なリストについては、オンラインで完全な
取扱説明書を参照してください。常に安全に運転
し、道路の状況に注意を払ってください。

ステアリング・ホイールは両手で操作し、常に安全
運転を心がけてください。この車の Uconnect の機
能およびアプリケーションの使用に関する責任およ
びリスクはすべてお客様が負うものとします。この機
能と用途は、安全に使用できる場合にのみ使用して
ください。注意をそらすと、重傷または死亡を伴う事
故が起こるおそれがあります。

記号説明

警告! この記載は、衝突事故
やけが、死亡につなが
る恐れのある運転操作
などに適用されます。

注意！ この記載は、車に損傷
を与える恐れのある操
作などに適用されま
す。

メモ： 取り付け、操作、信頼
性を改善するための提
案です。これに従わな
いと、損傷が発生する
ことがあります。

ヒント： 製品や機能をより使い
やすくするための一般
的なアイデア／解決策
／提案です。

ページ参照矢印 これを参照すると、特
別な機能についての詳
細な情報が得られま
す。

脚注 その項目に付随する補
足／該当情報です。

重要な情報を見逃すことのないよう、本書をよくお
読みください。注意および警告には必ず従ってくださ
い。

横転に関する警告

多目的車は、他の車種より横転する確率が非常に
高くなります。この車両は、他の多くの乗用車に比
べて車高と重心位置が高くなっています。これによ
り、各種オフ・ロード用途で高い性能を発揮します。
しかし、どのような車であっても、安全性を無視した
運転をすれば制御不能に陥る恐れがあります。特
にこの車は重心位置が高いため、制御不能になる
と他の車が横転しないケースでも、横転するおそれ
があります。

急にカーブを曲がったり、不意な操縦を試みたりと
いった無謀な運転は、車が制御不能になる恐れが
ありますのでおやめください。安全運転を怠ると、衝
突事故、車の横転、重傷や死亡事故につながる恐
れがあります。慎重な運転を心がけてください。

横転警告ラベル

シートベルトを着用していないと、重傷または死亡に
つながる恐れがあります。横転事故において、シー
トベルトを着用していない場合は、着用している場
合と比べ、死亡率が非常に高くなります。必ずバッ
クルを締めてください。

車両の概要

シート 
シートは車両の乗員保護拘束装置の一部です。
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警告!

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車
は危険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗っ
ていると、重傷または死亡事故につながる危
険性が高くなります。

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せ
ないでください。衝突の際にカーゴ・エリアに乗
っていると、重傷または死亡事故につながる危
険性が高くなります。

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用して
シートに座っていることを確認してください。

ヘッド・レスト

ヘッド・レストは、後方から追突されたときに頭部の
動きを制限して負傷の危険性を低減します。ヘッド・
レストは、ヘッド・レストの上端が耳の上端より上に
なるように調整してください。

警告!

● 運転者を含むすべての乗員は、衝突時に首を
損傷する危険性を最小限に抑えるために、ヘ
ッド・レストを正しい位置に調節してから、車両
を運転したり着座したりしてください。

● 車が動いているときには、ヘッド・レストを調整
しないでください。ヘッド・レストの調整が不適
切な状態で運転したり、取り外した状態で運転
したりすると、衝突時に傷害や死亡事故につな
がる恐れがあります。

フロント・ヘッド・レスト

へッド・レストを上げるには、ヘッド・レストを上に引き
ます。へッド・レストを下げるには、ヘッド・レストのベ
ース部にある調整ボタンを押してヘッド・レストを下
に押し下げます。ヘッド・レストを調整する場合は、リ
リース・ボタンを押す必要はありません。

ヘッド・レストを取り外すには、ヘッド・レストを上限ま
で引き上げ、そのまま上に引きながら、各ロッドのベ
ース部にある調整ボタンとリリース・ボタンを押しま
す。ヘッド・レストを元のとおりに取り付けるには、ヘ
ッド・レストのロッドを穴に差し込み、ヘッド・レストを
下向きに押し込みます。次に、適切な高さに調整し
てください。

フロント・ヘッド・レスト

1 - リリース・ボタン
2 — 調整ボタン

警告!

● ヘッド・レストを固定していない場合、衝突また
は急停止の際にヘッド・レストが前方に飛ばさ
れ、乗員が重傷を負ったり、死亡にいたる恐れ
があります。ヘッド・レストを取り外した場合は、
必ず車室内以外の場所に収納して固定してお
いてください。

● 取り外したヘッド・レストは、乗員保護のため、
すべてを必ず元のとおりに車両に取り付ける
必要があります。車両を走行させる場合、また
は座席に着席する場合は、事前に上記の取り
付け手順に従ってください。

メモ :
乗員の頭部後方の空間を広げるために、ヘッド・レ
ストを後方の正しくない位置にすることはおやめくだ
さい。

リヤ・へッド・レスト - 2 ドア・モデル

リヤ・シートには調整機能なし（格納式）のヘッド・レ
ストが装備されています。

外側ヘッド・レストを格納するには、各リヤ・シートの
上部外側にあるリリース・ストラップを引っ張ります。

リヤ・ヘッド・レスト格納ストラップの位置

格納されたリヤ・ヘッド・レスト

ヘッド・レストを上向き位置に戻すには、所定の位置
にはまるまでヘッド・レストを持ち上げます。

チャイルド・シート・テザーの取り回しの詳細につい
ては、ð ページ 10 を参照してください。

警告!

● リヤ・シート・ヘッドレストが取り付けられていな
いまま、リヤ・シートに乗員が着席した状態で

(続き)
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警告!

は、車を走行させないでください。衝突の際に
ヘッドレストが取り付けられていない位置に乗
っていると、重傷または死亡事故につながる危
険性が高くなります。

● ヘッド・レストを固定していない場合、衝突また
は急停止の際にヘッド・レストが前方に飛ばさ
れ、乗員が重傷を負ったり、死亡にいたる恐れ
があります。ヘッド・レストを取り外した場合は、
必ず車室内以外の場所に収納して固定してお
いてください。

● 取り外したヘッド・レストは、乗員保護のため、
すべてを必ず元のとおりに車両に取り付ける
必要があります。車両を走行させる場合、また
は座席に着席する場合は、事前に上記の取り
付け手順に従ってください。

リア・ヘッド・レスト — 4 ドア・モデル

リヤ・シートには、調節不可（格納可）のドア側ヘッ
ド・レストと、着脱式（調節可）のセンタ・ヘッド・レスト
が装備されています。

外側ヘッド・レストを格納するには、各リヤ・シートの
上部にあるインナ・リリース・レバーを引っ張ります。

リヤ・ヘッド・レスト・レバー

格納されたリヤ・ヘッド・レスト

ヘッド・レストを上向き位置に戻すには、所定の位置
にはまるまでヘッド・レストを持ち上げます。

センタ・へッド・レストを上げるには、ヘッド・レストを
引き上げます。センタ・へッド・レストを下げるには、
ヘッド・レストのベース部にある調節ボタンを押して
からヘッド・レストを下に押します。

センタ・へッド・レストを外すには、ヘッド・レストのベ
ース部にあるリリース・ボタンを押し、ヘッド・レストを
上に引きます。

へッド・レストを取り付けるには、リリース・ボタンを
押した状態で、ヘッド・レストを下に押します。チャイ
ルド・シート・テザーの取り回しの詳細については、

ð ページ 10 を参照してください。

メモ :
シートを折りたたむときにセンタ・コンソールとの接
触を避けるために、センタ・ヘッド・レストを下げま
す。

警告!

● リヤ・シート・ヘッドレストが取り付けられていな
いまま、リヤ・シートに乗員が着席した状態で
は、車を走行させないでください。衝突の際に
ヘッドレストが取り付けられていない位置に乗
っていると、重傷または死亡事故につながる危
険性が高くなります。

● ヘッド・レストを固定していない場合、衝突また
は急停止の際にヘッド・レストが前方に飛ばさ
れ、乗員が重傷を負ったり、死亡にいたる恐れ
があります。ヘッド・レストを取り外した場合は、
必ず車室内以外の場所に収納して固定してお
いてください。

● 取り外したヘッド・レストは、乗員保護のため、
すべてを必ず元のとおりに車両に取り付ける
必要があります。車両を走行させる場合、また
は座席に着席する場合は、事前に上記の取り
付け手順に従ってください。

車外灯 

ヘッドライト・スイッチ

ヘッドライト・スイッチは、インストルメント・パネルの
右側にあります。このスイッチはヘッドライト、車幅
灯、オート・ヘッドライト（タイプ別装備）、インストルメ
ント・パネルの照明、室内灯、フォグ・ライト（タイプ別
装備）、ヘッドライト・レベリング（タイプ別装備）の操
作を制御します。

ヘッドライト・スイッチ

1 - インストルメント・パネルのイルミネーション・コ
ントロール
2 – アンビエント・ライト・イルミネーション・コントロ
ール（タイプ別装備）
3 - ヘッドライト・コントロール
4 - リヤ・フォグ・ライト・スイッチ
5 - フロント・フォグ・ライト・スイッチ
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車幅灯やインストルメント・パネルの照明を点灯する
には、ヘッドライト・スイッチを「O」の位置から最初
の停止位置まで時計回りに回します。ヘッドライト、
車幅灯、インストルメント・パネルの照明を点灯する
には、ヘッドライト・スイッチを 2 番目の停止位置ま
で回します。

自動ハイ・ビーム・ヘッドライト制
御 - タイプ別装備

自動ハイ・ビーム・ヘッドライト制御システムは、車
両のヘッダに搭載されているカメラによってハイビー
ムの切り替えを自動的に制御し、夜間の優れた前
方照射性を実現します。このカメラは、車両特有の
光を検知し、接近している車両が視界から消えるま
でハイ・ビームをロー・ビームに自動的に切り替えま
す。

メモ :
● 自動ハイ・ビーム・ヘッドライト制御は、Uconnect

の設定内の「Auto High Beams（オート・ハイ・ビー
ム）」にある「ON（オン）」を選択し、さらにヘッドラ
イト・スイッチを「AUTO（オート）」位置にし、マル
チファンクション・レバーをハイビーム位置してオ
ンまたはオフにできます。

● 視界にある他の車両のヘッドライトやテールライ
トが破損していたり、汚れていたり、異物で覆わ

れていると、切り替わるタイミングが遅くなること
があります（切り替わる際の車間距離が短くなり
ます）。また、フロントウィンドウやカメラのレンズ
が汚れていたり、膜が付いていたり、その他の異
物があると、システムが正しく機能しません。

オート・ヘッドライト - タイプ別装
備

このシステムは、周囲の明るさに応じてヘッドライト
を自動的に点灯／消灯します。システムを ON にす
るには、ヘッドライト・スイッチをオート・ヘッドライトが
作動する最後の停止位置まで時計回りに回します。
オート・ヘッドライト・システムを ON にすると、ヘッド
ライトの消灯遅延機能も ON になります。つまり、イ
グニッション・スイッチを「OFF」位置にしてから、最大
90 秒間ヘッドライトが点灯したままになります。オー
ト・ヘッドライト・システムを OFF にするには、ヘッド
ライト・スイッチを「AUTO」位置から他の位置へ回し
ます。

メモ :
● 消灯遅延時間は、まず Uconnect システムで有

効にする必要があります。

● オート・モードでヘッドライトが点灯するには、エン
ジンが作動している必要があります。

インストルメント・パネルについて

警告灯およびメッセージ

インストルメント・パネルの警告灯／表示灯が点灯
すると、それに関連する専用のメッセージや警告音
が同時に発せられます。メッセージや警告音は注意
を喚起する予備的なものですので、それだけに頼っ
たり、取扱説明書に記載されている情報に代わるも
のと考えたりはしないでください。また、いかなる場
合でも取扱説明書の説明を十分にお読みください。
故障の兆候が見受けられる場合は、必ずこの章の
説明を参照してください。まず、問題に該当する表
示灯がすべて表示されます。装備オプションやその
時点の車両の状態によっては、システム点検メニュ
ーの表示が異なることがあります。一部の表示灯は
オプションであり、表示されないことがあります。

赤色警告灯

エアバッグ警告灯

この警告灯は、エアバッグの故障を示
し、イグニッションを「ON/RUN（オン／
走行）」または「ACC/ON/RUN（ACC／
オン／走行）」位置にしたとき、電球点検

として 4～8 秒間点灯します。この警告灯は、エアバ
ッグの故障が検出された場合にチャイム 1 回ととも
に点灯し、故障が解消されるまで点灯したままにな
ります。エンジン始動時にこの警告灯が点灯しなか
ったり、点灯したままの状態になったり、または運転
中に点灯した場合は、直ちにジープ正規ディーラー
で点検を受けてください。

ブレーキ警告灯 
この警告灯は、ブレーキ・フルード量や
パーキング・ブレーキなどの様々なブレ
ーキ機能をモニタします。ブレーキ警告
灯が点灯している場合は、パーキング・

ブレーキがかかっているか、ブレーキ・フルード量が
低下しているか、またはアンチロック・ブレーキ・シス
テムに不具合があることを示しています。

パーキング・ブレーキがかかっていないときやマス
タ・シリンダ・リザーバのフルード量が規定値にある
ときに、ブレーキ警告灯が点灯したままの場合は、
ブレーキ油圧システムに故障があるか、またはブレ
ーキ・ブースタでの問題がアンチロック・ブレーキ・シ
ステム（ABS）／エレクトロニック・スタビリティ・コント
ロール（ESC）システムで検出されたことを示してい
ます。この場合、不具合が修理されるまで警告灯は
点灯し続けます。問題がブレーキ・ブースタに関係し
ている場合、ブレーキをかけているときに ABS ポン
プが作動し、停車しようとするたびにブレーキ・ペダ
ルの脈動が感じられる場合があります。

このデュアル・ブレーキ・システムは、油圧システム
が一部効かなくなった場合に予備のブレーキ能力を
発揮します。デュアル・ブレーキ・システムのいずれ
かで漏れが発生すると、ブレーキ警告灯が点灯しま
す。これは、マスタ・シリンダのブレーキ・フルード量
が規定値より低下した時に点灯します。

警告灯は、不具合が修理されるまで点灯し続けま
す。
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メモ :
この警告灯は、急なカーブを曲がるときなどにフル
ード量の状態が変化することにより点滅する場合が
あります。車両を整備に出し、ブレーキ・フルード量
の点検を受けてください。

ブレーキの故障がある場合は、直ちに修理が必要
です。

警告!

赤いブレーキ警告灯が点灯したままの状態で走
行することは危険です。ブレーキ・システムの一
部に故障が起きている可能性があります。この場
合、車両の制動距離が長くなります。衝突事故に
つながります。直ちに点検を受けてください。

アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）装備車に
は、電子ブレーキ・フォース・ディストリビューション
（EBD）機能も搭載されています。EBD が故障した場
合、ブレーキ警告灯が ABS 警告灯とともに点灯しま
す。早急に ABS システムを修理する必要がありま
す。

ブレーキ警告灯の動作は、イグニッション・スイッチ
を「OFF」位置から「ON/RUN」位置に回すことによっ
て確認できます。警告灯が約 4 秒間点灯します。そ
の後、パーキング・ブレーキを効かせるか、または
ブレーキの不具合が検知されない限り、警告灯は
消灯します。警告灯が点灯しない場合、ジープ正規
ディーラーで点検を受けてください。

また、イグニッション・スイッチが「ON/RUN」位置で
パーキング・ブレーキを効かせるとこの警告灯が点
灯します。

メモ :
この場合は、単にパーキング・ブレーキがかかって
いることを示します。ブレーキの作動具合を示すも
のではありません。

シートベルト警告灯 
この警告灯は、運転席または助手席の
シートベルトが締められていないことを
示します。イグニッションを最初に
「ON/RUN（オン／走行）」または

「ACC/ON/RUN（ACC／オン／走行）」位置にしたと
きに、運転席のシートベルトが外れている場合は、
チャイムが鳴り警告灯が点灯します。運転中に助手
席のシートベルトが外れたままの場合は、シートベ
ルト警告灯が点滅または点灯し続け、チャイムが鳴
ります。

黄色警告灯

タイヤ空気圧モニタ・システム（TPMS）警
告灯 — タイプ別装備

警告灯が点灯し、タイヤ空気圧が推奨
値よりも低下していることや、ゆっくりと
圧力が喪失していることを伝えるメッセ
ージが表示されます。このような場合、

最適なタイヤの寿命や燃費が確保されないことがあ
ります。

1 本以上のタイヤが前述の状態になった場合、該当
するタイヤが表示されます。

注意!

1 本以上のタイヤがパンクした状態で走行を続け
ないでください。操作性が失われるおそれがあり
ます。急ブレーキや急ハンドルを避け、車を止め
てください。タイヤがパンクした場合は、専用のタ
イヤ修理キットを使用して速やかに修理を行い、
できるだけ早くジープ正規ディーラーにお問い合
わせください。

冷間時に、スペア・タイヤ（ある場合）も含め各タイヤ
を毎月チェックし、車両プラカードまたはタイヤ空気
圧ラベルに記載されているメーカー推奨空気圧まで
タイヤの空気を入れてください。車両プラカードまた
はタイヤ空気圧ラベルに記載されているサイズとは
異なるサイズのタイヤが車に取り付けられている場
合、適切なタイヤ空気圧を判断する必要がありま
す。

追加の安全機能として、車両には TPMS が装備さ
れており、1 つ以上のタイヤの空気圧が大幅に低下
したときに低タイヤ空気圧警告灯が点灯します。低
タイヤ空気圧警告灯が点灯したら、直ちに車を止
め、タイヤをチェックした後、適切な空気圧までタイ
ヤに空気を入れてください。タイヤ空気圧が著しく低
下している状態で走行すると、タイヤが過熱し、タイ
ヤの不具合につながるおそれがあります。タイヤ空
気圧が低いと燃費も低下し、タイヤ・トレッドの寿命
も短くなります。さらに、車の操作や制動能力にも影
響が出る可能性があります。

TPMS は通常のタイヤのメンテナンスに代わるもの
ではないことに注意してください。空気圧の低下が
TPMS の低タイヤ空気圧警告灯が点灯するレベル
に達していない場合でも、タイヤの空気圧を正しく保
つのは運転者の責任です。

また、この車には、システムの動作が適切でない場
合に点灯する TPMS 警告灯が装備されています。
TPMS 警告灯は低タイヤ空気圧警告灯と組み合わ
せて使用されます。システムによって不具合が検出
されると、警告灯が約 1 分間点滅し、その後は点灯
し続けます。不具合が発生しているかぎり、この動
作はその後の車の始動時にも継続します。警告灯
が点灯していると、システムによって低タイヤ空気
圧が正しく検出および警告できない場合がありま
す。TPMS の不具合は、交換タイヤまたは代替タイ
ヤまたはホイールを車に取り付けた場合など、
TPMS の適切な動作を妨げるさまざまな原因によっ
て発生します。タイヤやホイールを 1 つでも交換し
た場合は、TPMS 警告灯を必ず確認し、交換用また
は代替のタイヤやホイールでも TPMS が引き続き正
常に動作することを確認してください。

注意!

TPMS は、純正タイヤとホイール用に最適化され
ています。TPMS の空気圧と警告は、車両に取り
付けられたタイヤ・サイズに対して設定されていま
す。サイズ、タイプ、またはスタイル（あるいはそ

(続き)
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注意!

のすべて）が同じでない交換タイヤを使用すると、
好ましくないシステム操作が発生したり、センサが
損傷したりする場合があります。アクセサリ部品
のホイールを使用すると、センサが損傷する可能
性があります。市販のタイヤ・シーラントを使用す
ると、タイヤ空気圧モニタ・システム（TPMS）のセ
ンサが作動しなくなる場合があります。市販のタイ
ヤ・シーラントの使用後は、お近くのジープ正規デ
ィーラーに車両をお持ちいただき、センサ機能の
点検を受けることをお勧めします。

オンボード故障診断システム —
OBD II 
この車両には、OBD II と呼ばれる高性能のオンボ
ード故障診断システムが装備されています。このシ
ステムは、排気、エンジン、およびトランスミッション
の各コントロール・システムの性能を監視するもの
です。これらのシステムが適切に作動していると、
車両は最高の性能を発揮するほか、燃費も向上し、
排ガスのレベルも基準値を大幅に下回ります。

これらのシステムで点検が必要になると、OBD II シ
ステムはエンジン警告灯（MIL）を点灯します。また、
故障診断コードや他の情報も記録するので、修理
時の補助となります。この警告灯が点灯した場合で
も、通常車両は走行可能で、けん引の必要はありま
せんが、できるだけ早くジープ正規ディーラーで整
備を受けてください。

注意!

● MIL が点灯したまま長時間運転すると、排出
物コントロール・システムへさらなる損傷を与え

(続き)

注意!

る恐れがあります。また、燃費と操縦性にも影
響を与えることがあります。排ガス点検を行う
前に、必ず車両を整備してください。

● 車両の走行中に MIL が点滅すると、重大な触
媒コンバータの損傷と出力低下がすぐに発生
します。直ちに整備を受けてください。

オンボード故障診断システム
（OBD II）サイバーセキュリティ

エミッション・コントロール性能に関連する情報にア
クセスするには、OBD ll と接続ポートを装備する必
要があります。認定を受けた整備士が車両およびエ
ミッション・システムの診断および整備を実施する際
に、この情報にアクセスすることが必要になる場合
があります。

警告!

● VIN の読み取り、車両の診断、または整備を
行うため、OBD II 接続ポートに機器を接続で
きるのは認定整備技術者に限られます。

● OBD II 接続ポートに、運転者動作追跡機器な
どの不正な機器が接続された場合、以下が生
じる恐れがあります。

○ 安全関連システムを含む車両システムに障
害が発生したり、車の制御が失われ、重傷
または死亡に至る事故を引き起こす可能性
があります。

○ 車両システムに保存された情報（個人情報
を含む）へのアクセス、またはそれらの情報
への他者のアクセスが許可されます。

安全について

ドライビング・アシスト・システム

タイヤ空気圧モニタ・システム
（TPMS） 
タイヤ空気圧モニタ・システム（TPMS）は、プラカード
に記載された冷間時の推奨タイヤ空気圧に基づい
て、運転者にタイヤの空気圧が低くなっていることを
警告します。

メモ :
タイヤがプラカードに記載された圧力に膨張するま
で、パネル上の警告が点灯したままになります。

タイヤ空気圧は、外気温が 6.5°C（12°F）変わるごと
に約 7kPa（1psi）変動します。つまり、外気温が下が
ると、タイヤ空気圧は低下します。タイヤ空気圧は、
必ず冷間時のタイヤ空気圧に基づいて設定してくだ
さい。冷間時のタイヤ空気圧とは、車両が 3 時間以
上停車している状態のタイヤ空気圧、または 3 時間
が経過した後で走行した距離が 1.6km（1 マイル）未

満の空気圧を意味します。冷間時のタイヤ空気圧
は、タイヤの側面に記載された最大空気圧を超えな
いようにしてください。また、タイヤ空気圧は車両走
行中に上昇します。これは正常なので、上昇した空
気圧を調整しないでください。

TPMS は、低温の影響や自然なタイヤ空気圧の損
失など、何らかの理由でタイヤ空気圧が低タイヤ空
気圧警告灯を下回る場合に、運転者にタイヤ空気
圧が低くなっていることを警告します。

そのような状況である限り、TPMS は運転者にタイ
ヤ空気圧が低いことを警告し続けます。タイヤ空気
圧がプラカード記載の冷間時の推奨タイヤ空気圧
以上になるまで、警告は OFF になりません。低タイ
ヤ空気圧警告（タイヤ空気圧モニタ・システム警告
灯）が点灯したら、この TPMS 警告灯を消灯するに
は、タイヤ空気圧をプラカード記載の冷間時の推奨
タイヤ空気圧まで上げる必要があります。

メモ :
暖まっているタイヤに空気を入れる場合、TPMS 警
告灯を消灯するために、タイヤ空気圧をプラカード
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に記載された冷間時の推奨タイヤ空気圧よりさらに
最大 28kPa（4psi）上昇させる必要があります。

システムが自動的に更新され、更新されたタイヤ空
気圧をシステムが受信すると、TPMS 警告灯が消灯
します。TPMS がこの情報を受信するには、車両を
約 24km/h（15mph）を超える速度で最長 10 分間走
行させてください。

たとえば、車両のプラカード記載の冷間時の推奨タ
イヤ空気圧（3 時間以上停車）が 227kPa（33psi）で
あるとします。周囲温度が 20°C（68°F）で測定タイヤ
空気圧が 193kPa（28psi）のとき、気温が-7°C（20°F）
に下がると、タイヤ空気圧は約 165kPa（24psi）に低
下します。このタイヤ空気圧は、TPMS 警告灯が点
灯するのに十分低いです。車両を走行させると、タ
イヤ空気圧が約 193kPa（28psi）に上昇する場合が
ありますが、TPMS 警告灯はまだ点灯したままです。
この状況で、TPMS 警告灯を消灯するには、車両の
プラカードに記載の冷間時の推奨タイヤ空気圧の
値までタイヤに空気を入れるしかありません。

注意!

● TPMS は、純正タイヤとホイール用に最適化さ
れています。TPMS の空気圧と警告は、車両に
取り付けられたタイヤ・サイズに対して設定さ
れています。サイズ、タイプ、またはスタイル
（あるいはそのすべて）が同じでない交換タイ
ヤを使用すると、好ましくないシステム操作が
発生したり、センサが損傷したりする場合があ
ります。TPMS センサは、市販のホイールを使
用するように設計されておらず、そうすることで
システム性能が全般に低下する可能性があり
ます。お客様は TPMS 機能が作動するように
必ず純正ホイールを使用するようにしてくださ
い。

● 市販のタイヤ・シーラントを使用すると、タイヤ
空気圧モニタ・システム（TPMS）のセンサが作
動しなくなる場合があります。市販のタイヤ・シ
ーラントの使用後は、お近くのジープ正規ディ
ーラーに車両をお持ちいただき、センサ機能の
点検を受けることをお勧めします。

● タイヤ空気圧を点検して調節したら、必ずバル
ブ・ステム・キャップを取り付けてください。この
キャップは、水分や汚れのバルブ・ステムへの
混入を防ぎます。水分や汚れが入ると、TPMS
センサが損傷することがあります。

メモ :
● TPMS は、タイヤの通常のお手入れおよびメンテ

ナンスに代わるものではなく、タイヤの破損また
は状態を警告するためのものです。

● タイヤ充填警告またはセレクタブル・タイヤ充填
警告機能が装備されていない車両では、タイヤ
空気圧の調節時に、TPMS をタイヤ空気圧ゲー
ジとして使用しないでください。

● タイヤ空気圧が著しく低下している状態で走行す
ると、タイヤが過熱し、タイヤの不具合につなが
るおそれがあります。タイヤ空気圧が低いと燃費
も低下し、タイヤ・トレッドの寿命も短くなります。

さらに、車の操作や制動能力にも影響が出る可
能性があります。

● TPMS は通常のタイヤのメンテナンスに代わるも
のではないことに注意してくだい。空気圧の低下
が TPMS 警告灯が点灯するレベルに達していな
い場合でも、正確なタイヤ空気圧ゲージを使用し
て、タイヤ空気圧を正しく保つのは運転者の責任
です。

● 季節的な温度変化はタイヤ空気圧に影響を与え
ます。TPMS は実際のタイヤ空気圧を監視しま
す。

システムの操作

タイヤ空気圧モニタ・システム（TPMS）は、無線技術
を使用して、ホイール・リムに装着された電子センサ
でタイヤ空気圧レベルを監視しています。バルブ・ス
テムの一部として各ホイールに取り付けられたセン
サによって、タイヤ空気圧の値がレシーバ・モジュー
ルに送信されます。

タイヤ空気圧モニタ・システム・ディスプレ
イ

メモ :
定期的に車両のすべてのタイヤの空気圧を確認し
て適正な空気圧に保つことは、特に重要です。

TPMS は、下記の部品で構成されます。

● レシーバ・モジュール

● 4 つのタイヤ空気圧モニタ・システム・センサ（フ
ルサイズ・スペア・タイヤを装備している場合は 5
つ）

● インストルメント・パネルに表示される各種タイヤ
空気圧モニタ・システムのメッセージ

● タイヤ空気圧モニタ・システム警告灯

タイヤ空気圧モニタ・システム低圧警告

使用中のロード・タイヤ 4 本のうち 1 本
以上のタイヤ空気圧が低下した場合
に、TPMS 警告灯がインストルメント・パ
ネル内で点灯し、チャイムが鳴ります。

また、インストルメント・パネルに「Tire Low（タイヤ空
気圧が低い）」メッセージが 5 秒以上表示され、低タ
イヤ圧の値とタイヤごとの圧力値を示す図が異なる
色で表示されます。
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タイヤ空気圧モニタ・システム低圧警告

この警告が発生した場合、できるだけ早く停止し、
圧力が低いタイヤ（インストルメント・パネルの図に
あるさまざまな色のタイヤ）に、プラカードに記載さ
れた冷間時の推奨タイヤ空気圧まで空気を入れま
す。システムが更新されたタイヤ空気圧を受信する
と、システムは自動的に更新されます。インストルメ
ント・パネルのグラフィック表示にある圧力値は元の
色に戻り、TPMS 警告灯は消灯します。

メモ :
暖まっているタイヤに空気を入れる場合、TPMS 警
告灯を消灯するために、タイヤ空気圧をプラカード
に記載された冷間時の推奨タイヤ空気圧よりさらに
最大 28kPa（4psi）上昇させる必要があります。

TPMS がこの情報を受信するには、車両を約
24km/h（15mph）を超える速度で最長 10 分間走行さ
せてください。

TPMS 整備警告

システム故障が検知されると、TPMS 警告灯が 75
秒間点滅し、その後点灯した状態になります。ま
た、チャイムも鳴ります。さらに、インストルメント・パ
ネルに「SERVICE TIRE PRESSURE SYSTEM（タイヤ空
気圧システムの整備が必要です）」というメッセージ
が 5 秒間以上表示され、空気圧値の代わりにダッ
シュ（--）が表示され、どのセンサが受信していない
か示します。

イグニッションを回してこれが繰り返される場合、シ
ステム故障がまだ解消されていません。システム故
障が解消されると、TPMS 警告灯が点滅しなくなり、
「SERVICE TIRE PRESSURE SYSTEM（タイヤ空気圧シ
ステムの整備が必要です）」メッセージが表示されな
くなり、ダッシュの代わりに空気圧値が表示されま
す。システムの故障は、以下のいずれかの場合に
発生する可能性があります。

● 電子装置による妨害電波または TPMS センサと
同じ周波数の電波を発生する施設付近を走行し
た場合

● 電波に影響を与えるアクセサリ部品のカー・フィ
ルムを何らかの形で設置した場合

● ホイールやホイール・ハウス周りに大量の雪や
氷が付いた場合

● タイヤ・チェーンを装着した場合

● TPMS センサが装備されていないホイールまたは
タイヤを使用している場合

適合するフル・サイズ・スペア・タイヤ装備車

1. 適合するフル・サイズのスペア・ホイールとタイ
ヤ・アセンブリが車に装備されている場合は、
タイヤ空気圧モニタ・センサが装備されており、
低圧ロード・タイヤと交換したときに、タイヤ空
気圧モニタ・システム（TPMS）が監視します。

2. 適合するフルサイズ・スペア・タイヤを低圧ロー
ド・タイヤと交換した場合、次回イグニッション・
スイッチを回すと、TPMS 警告灯が点灯し、チャ
イムが鳴り、グラフィックには異なる色で低圧タ
イヤ圧力値が表示されます。

3. ロード・タイヤのいずれも低タイヤ空気圧警告
しきい値を下回っていなければ、24km/h
（15mph）を超える速度で最長 10 分間車を走
行させることで、TPMS 警告灯は消灯します。

選択可能タイヤ充填警告  タイプ別装備

STFA システムは、通常のタイヤ充填警告システム
の一部として備えられているオプション機能です。こ
のシステムの目的は、車両のフロントおよびリヤ・ア
クスル・タイヤの空気を入れたり抜いたりする圧力を
選択できるようにすること、および車両のタイヤの空
気を入れたり抜いたりするときにフィードバックを提
供することです。

メモ :
STFA 機能を使用するには、ラジオのユーザー設定
を使用してタイヤ充填警告機能を有効にする必要
があります。

Uconnect システムのアプリ・メニューにある選択可
能タイヤ充填警告のアプリケーションで、各アクスル
設定に対して 1psi 刻みで XX～15psi の圧力範囲を

スクロールさせて、フロントとリヤ両方のアクスル・タ
イヤ空気圧に対する圧力設定を選択できます。

XX = 車両プラカード圧力ラベルに表示されている、
車両冷間時のフロントとリヤ・アクスルのプラカード
圧力値。

Uconnect システム・アプリケーションで各アクスル
に対して選択した圧力値は、プリセット圧力値として
保存しておくこともできます。フロントとリヤ・アクスル
に対して、最大 2 セットのプリセット圧力値を
Uconnect システムに保存できます。フロントとリヤ・
アクスルに対して、空気を入れたり抜いたりしたいタ
イヤ圧力を選択したら、1 回に 1 本のタイヤついて
空気の出し入れを開始することができます。

メモ :
STFA システムでは、1 回に 1 本のタイヤのみ空気
を入れたり抜いたりできます。

TPMS レシーバ・モジュールがタイヤ空気圧の変化
を検出すると、システムが作動します。オートマチッ
ク・トランスミッション装備車両ではトランスミッション
が「P（パーキング）」の状態、マニュアル・トランスミッ
ション装備車両ではパーキング・ブレーキがかかっ
た状態で、イグニッションが「ON/RUN（オン／走
行）」モードになっている必要があります。非常点滅
表示灯が点灯し、車両がタイヤ充填警告モードにあ
ることを知らせます。

タイヤ充填警告モードに入ると、インストルメント・パ
ネルにタイヤ空気圧画面が表示されます。タイヤの
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空気を入れたり抜いたりしている間に非常点滅表示
灯が点灯しない場合、タイヤ空気圧モニタ・システム
（TPMS）センサが作動しない位置にあり、TPMS セン
サ信号の受信が妨げられている場合があります。こ
のような場合、車両を前方または後方へ少し移動さ
せなければならないことがあります。

ホーンが鳴ることで、タイヤの空気を入れたり抜い
たりする STFA ステータスが示されます。STFA が次
の状態のとき、ホーンが鳴ります。

1. 選択した圧力に到達するとホーンが 1 回鳴り、
タイヤの空気の出し入れが停止したことを知ら
せます。

2. タイヤ空気圧が高すぎるか低すぎると、ホーン
が 3 回鳴ります。

3. 空気を十分に入れたり抜いたりすることで適正
な選択した圧力レベルに到達すると、再びホー
ンが 1 回鳴ります。

TPMS 作動解除 — タイプ別装備

冬用ホイールとタイヤ・アセンブリを車両に取り付け
た場合など、4 本すべてのホイールとタイヤ・アセン
ブリ（ロード・タイヤ）を TPMS センサを装備していな
いホイールとアセンブリに交換すると、TPMS を作動
解除できます。

TPMS を作動解除するには、まず、4 本すべてのホ
イールとタイヤ・アセンブリ（ロード・タイヤ）をタイヤ
空気圧モニタ・システム・センサを装備していないタ
イヤに交換します。次に、車両を 24km/h（15mph）を
超える速度で 10 分間走行させます。TPMS のチャイ
ムが鳴り、TPMS 警告灯が 75 秒間点滅した後、点
灯したままの状態になります。インストルメント・パネ
ルに「SERVICE TIRE PRESSURE SYSTEM（タイヤ空気
圧システムの整備が必要です）」というメッセージが
表示され、空気圧値の代わりにダッシュ（--）が表示
されます。

次回イグニッション・キーを回したとき、TPMS はチャ
イムを鳴らしたり、インストルメント・パネルに
「SERVICE TIRE PRESSURE SYSTEM（タイヤ空気圧シ
ステムの整備が必要です）」というメッセージを表示
したりすることはありませんが、空気圧値の代わり
にダッシュ（--）が表示されたままになります。

TPMS を再作動させるには、4 本すべてのホイール
とタイヤ・アセンブリ（ロード・タイヤ）を TPMS センサ
を装備しているタイヤに交換します。次に、車両を
24km/h（15mph）を超える速度で最長 10 分間走行さ
せます。TPMS のチャイムが鳴り、TPMS 警告灯が
75 秒間点滅した後、消灯します。インストルメント・
パネルに「SERVICE TIRE PRESSURE SYSTEM（タイヤ
空気圧システムの整備が必要です）」というメッセー
ジが表示され、ダッシュの代わりに空気圧値が表示
されます。次にイグニッション・スイッチを回したとき
に、システム故障は存在しないため「SERVICE TIRE
PRESSURE SYSTEM（タイヤ空気圧システムの整備
が必要です）」というメッセージは表示されません。

乗員保護拘束装置 
最も重要な安全装置の 1 つに乗員を拘束するシー
トベルトとエアバッグがあります。

乗員保護拘束装置の機能 
● シートベルト・システム

● 補助拘束装置（SRS）エアバッグ

● チャイルド・シート

このセクションで説明されている一部の安全機能
は、一部のモデルでは標準装備されていますが、オ
プション装備のモデルもあります。標準装備されて
いるか不確かな場合は、ジープ正規ディーラーでご
確認ください。

安全に関する重要な注意事項

このセクションの説明は特に注意してお読みくださ
い。運転者と乗員の安全を守るためのシートベルト
／エアバッグ・システムの正しい使用方法を説明し
ています。

次の要領で、エアバッグの作動により生じる危険を
最小限にとどめてください。

1. 12 歳以下のお子さまには必ずシートベルトを
着用させ、リヤ・シート付き車両のリヤ・シート
に乗車させてください。

助手席サンバイザに貼付されている警
告ラベル

2. 車両のシートベルトを適切に着用できるほど大
きくないお子さまは、適切なチャイルド・シート、
またはリヤ・シート位置のブースタ・シートを使
用する必要があります ð ページ 23。

3. やむをえず 2～12 歳のお子さまを（後ろ向きチ
ャイルド・シートを使用せずに）助手席に座らせ
る場合には、シートをできるだけ後ろに移動さ
せ、フロント・シートでの使用に適したチャイル
ド・シートを使用してください ð ページ 23。

4. 肩部分のベルトをお子さまの背後や腕の下に
絶対に通さないでください。

5. チャイルド・シートやジュニア・シートを適切に使
用するため、添付されている製造メーカの説明
書をお読みください。

6. 乗員は、必ず全員 3 点式シートベルトを正しく
着用してください。
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7. 運転席および助手席は、フロント・エアバッグが
膨張するスペースを確保するために、運転に
差し支えない程度に、できるだけ後方に移動さ
せてください。

8. ドアまたはウインドウに寄りかからないでくださ
い。サイド・エアバッグ装備車の場合、その展
開時には、乗員とドアの間のスペースでサイ
ド・エアバッグが強い力で膨らみます。これによ
り乗員が負傷することがあります。

シートベルト・システム 
運転に自信がある方も、短い距離を走行する場合
も、シートベルトを使用してください。未熟なドライバ
ーの起こした事故に巻き込まれることもあります。事
故は、近距離、長距離にかかわらず発生する可能
性があります。

交通事故の調査によって、シートベルトが衝突時に
人命を救い、事故による傷害の程度を軽減している
ことがわかっています。車外へ投げ出されてしまうよ
うな事故では、重傷を負う可能性が高くなります。シ
ートベルトはこうした車外への投げ出しから乗員を
守り、車内での打撲傷の危険を低減します。車内の
すべての乗員が常にシートベルトを使用しているこ
とを確認してください。

シートベルト非着用高度警告システム

運転席と助手席 BeltAlert - タイプ別装備

シートベルト警告は、運転者と助手席の
乗員（助手席シートベルト警告を装備し
ている場合）にシートベルトの着用を警
告する機能です。シートベルト警告機能

は、イグニッション・スイッチが「START」位置または
「ON/RUN」位置になっているときに作動します。

初期通知

イグニッション・スイッチを最初に「START」位置また
は「ON/RUN」位置にしたときに運転者がシートベル
トを着用していない場合、チャイムが数秒間鳴りま
す。イグニッション・スイッチを最初に「START」また
は「ON/RUN」位置にしたとき、運転者または助手
席乗員（助手席シートベルト警告を装備している場
合）のシートベルトが外されていると、両方のフロン
ト・シートベルトが着用されるまで、シートベルト警告
灯が点灯し続けます。助手席に乗員がいない場
合、助手席シートベルト警告は作動しません。

BeltAlert 警告シーケンス

車両の移動速度が規定の車速範囲を超えた状態で
運転者または助手席乗員（助手席シートベルト警告
を装備している場合）がシートベルトを外すと、シー
トベルト警告の警告作動が開始します（助手席シー
トベルト警告を装備している場合）（助手席に乗員が
いないと助手席シートベルト警告は作動しません）。
シートベルト警告の警告作動は、シートベルト警告
灯の点滅と断続的なチャイムによって開始されま
す。シートベルト警告の警告作動が終了すると、シ
ートベルトが着用されるまでシートベルト警告灯は
点灯し続けます。シートベルト警告の警告作動は、
運転者または助手席に着座している乗員のシート
ベルトのバックルが差し込まれるまで、車速に応じ

て繰り返し作動することがあります。運転者はすべ
ての乗員にシートベルトを着用するよう指示してくだ
さい。

着用状態の変化

車両の走行中に運転者または助手席乗員（助手席
シートベルト警告を装備している場合）がシートベル
トを外した場合、再びシートベルトが着用されるま
で、シートベルト警告の警告作動が継続されます。

助手席に乗員がいない場合、助手席シートベルト警
告は作動しません。シートベルト警告は、ペットまた
はその他の物体を助手席に載せた場合や、シート
を折りたたんだ場合（タイプ別装備）に作動すること
があります。ペットは、ペット・ハーネスでリヤ・シート
（タイプ別装備）に拘束するか、ペット・キャリヤに入
れシートベルトで固定することをお勧めします。ま
た、荷物は正しく収納してください。

ラップ／ショルダ・ベルト 
すべてのシートには 3 点式シートベルトが装備され
ています。

シートベルト・ウェビングのリトラクタがロックされる
のは、急停止や衝撃を受けたときのみです。通常の
状態では、肩部分のシートベルトは、自由に引き出
すことができます。しかし衝突時にはシートベルトが
ロックし、車内で衝突したり車外に投げ出されたりす
る危険を低減します。

警告!

● エアバッグだけでは衝突の際に重傷を負う恐
れがあります。エアバッグは、シートベルトと共
に使用したときに初めて効果をもたらします。
エアバッグがまったく展開しない衝突もありま
す。エアバッグが装備されていても、必ずシー
トベルトを使用してください。

● シートベルトを正しく使用していないと、衝突の
際に運転者および乗員が重傷を負う恐れがあ
ります。事故の状況によっては、車内各部や他
の乗員にぶつかったり、車外に放り出されるこ
とも考えられます。運転者やすべての乗員が、
シートベルトを正しく使用していることを常に確
認してください。

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車
は危険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗っ
ていると、重傷または死亡事故につながる危
険性が高くなります。

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せ
ないでください。

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用して
シートに座っていることを確認してください。運
転者を含む乗員は、エアバッグの有無に関わ
らず、常にシートベルトを着用し、衝突した場合
に重傷を負う、あるいは死亡する危険性を最
小限にする必要があります。

● シートベルトの着用が適切でないと、衝突の際
に大けがをする恐れがあります。内臓に傷害
を受けたり、体がシートベルトからすり抜けてし
まうことがあります。安全にシートベルトを使用

(続き)
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警告!

し、乗員の安全を守るためにも、ここでの説明
に従ってください。

● 1 本のシートベルトを 2 人で使用しないでくださ
い。1 本のベルトを 2 人で使用すると、衝突の
際お互いにぶつかり合い、双方とも重傷を負う
ことがあります。3 点式シートベルトまたはラッ
プ・ベルトは、体の大きさに関係なく、必ず 1 人
でご使用ください。

警告!

● 腰を通るベルトの位置が高すぎると、衝突の際
にけがをする危険性が高くなります。シートベ
ルトの衝撃を丈夫な腰と骨盤ではなく、腹部で
受けることになります。シートベルトはできるだ
け低い位置に、ぴったりと着用してください。

● シートベルトがねじれていると乗員が正しく保
護されないことがあります。衝突の際などベル
トが体に食い込むことがあります。シートベルト
がねじれておらず、体に対して平らになってい
ることを確認してください。シートベルトのねじ
れが直らない場合は、直ちにジープ正規ディー
ラーで修理を受けてください。

● シートベルトを間違ったバックルに留めると、体
が正しく保護されません。腰を通るベルトが高
くなり、内臓に傷害を与える恐れがあります。
シートベルトは、正しいバックルに差し込んでく
ださい。

● シートベルトが緩すぎると正しく保護されませ
ん。突然の停止時に体が大きく前方に移動し
て、けがをする恐れが高くなります。シートベル
トは、体に密着するように使用してください。

● 脇の下でシートベルトを使用するのは危険で
す。衝突の際に体が車内で叩き付けられ、頭
部や首にけがをする危険性が高くなります。ま
た、脇の下に通したシートベルトによって内臓
に傷害を負う恐れもあります。肋骨は、肩の骨
ほど強くありません。衝突の力を最も強い肩の
骨で受け止めるように、シートベルトは肩の上
を通してください。

● 肩を通るベルト部分を体の後ろにまわすと、衝
突の際にけがから身を守ることができません。
肩を通るベルトを使用していない場合、衝突の
際に頭部を打ちつける危険が高くなります。3
点式シートベルトは、必ず腰回りと肩にかけて
使用してください。

● 磨耗したり、切れかかったりしているシートベ
ルトは衝突の際に破断し、乗員を保護できま
せん。シートベルトは定期的に点検し、切れや
磨耗、緩んだ部品などがないことを確認してく
ださい。損傷している部品は、直ちに交換して
ください。シートベルト・システムを分解したり、
改造したりしないでください。車両が衝突事故
に遭った場合、またはシートベルトやリトラクタ
の状態に疑問がある場合は、ジープ正規ディ
ーラーで車両の検査を受けてください。

ラップ／ショルダ・ベルトの使い方 
1. 車に乗って、ドアを閉めます。シートに深く座

り、シートの位置を調節します。

2. シートベルト・ラッチ・プレートは、フロント・シー
トの背もたれの側方上部、およびリヤ・シートの
横にあります。ラッチ・プレートを持ち、シートベ
ルトを引き出します。シートベルトが腰を覆うの
に十分なだけラッチ・プレートをシートベルト上
でスライドさせます。

ラッチ・プレートの引き出し

3. シートベルトの長さが十分になったら、ラッチ・
プレートをカチッという音がするまでバックルに
差し込みます。

バックルへのラッチ・プレートの差し込
み

4. ラップ・ベルトを、腹部の下の腰の低い位置に
密着するように使用します。ラップ・ベルトの緩
みをなくすには、ショルダ・ベルトを少し引き上
げます。ラップ・ベルトがきつすぎるときに緩め
るには、ラッチ・プレートを傾けてラップ・ベルト
を引っ張ります。シートベルトをぴったりと使用
することにより、衝突の際に体がシートベルトを
すり抜けてしまう危険性が低くなります。

ラップ・ベルトの位置調整

5. 肩を通るベルトは肩と胸のまわりの隙間が最
小限になるように使用してください。緩みは苦し
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くない程度にし、首にかからないようにします。
リトラクタが肩を通るベルトの余分な緩みを巻
き取ります。

6. シートベルトを外すには、バックルの赤いボタン
を押します。シートベルトは、自動的に収納位
置に引き込まれます。シートベルトが完全に戻
らない場合は、ラッチ・プレートを一度下に引い
てから放すときれいにベルトが巻き取られま
す。

ラップ／ショルダ・ベルトのねじれ修正手
順 
次の手順に従って、3 点式シートベルトのねじれを
修正します。

1. ラッチ・プレートをできるだけアンカ・ポイントの
近くへ移動させます。

2. ラッチ・プレートから約 6～12 インチ (15～30
cm)上を持ち、シートベルト・ウェビングを 180
度ねじってラッチ・プレートのすぐ上に折り目を
付けます。

3. ラッチ・プレートを上方へスライドさせ、ベルトの
折れた部分を通過させます。ベルトの折れた部
分は、ラッチ・プレートの上端部にあるスロット
に入らなければいけません。

4. ラッチ・プレートを、ベルトの折れた部分が通過
し、シートベルトにねじれがなくなるまでスライド
させてください。

アジャスタブル上部ショルダ・ベルト・ア
ンカ 
運転席シートおよび助手席シートのショルダ・ベルト
では、その上部を上下に調節することによって、首
から離れた位置でシートベルトを着用することがで
きます。アンカ・ボタンを押すか強く握ってアンカを緩
め、次にアンカを上下に動かして最適な位置に調節
します。

アジャスタブル上部アンカ

目安として、平均よりも身長が低い場合はショルダ・
ベルト・アンカを低めに、身長が高い場合は高めに
調節することをお勧めします。アンカ・ボタンを緩め
た後は、アンカを上下方向に軽く引っ張り、固定され
ていることを確認してください。

メモ :
アジャスタブル上部ショルダ・ベルト・アンカには、イ
ージー・アップ機能が備わっています。この機能によ

り、リリース・ボタンを押したり強く握ったりしなくて
も、ショルダ・ベルト・アンカを上の位置に調整できま
す。ショルダ・ベルト・アンカが固定されているかを確
認するには、ロックされる位置までベルト・アンカを
下方向に引っ張ります。

警告!

● シートベルトの着用が適切でないと、衝突の際
に大けがをする恐れがあります。内臓に傷害
を受けたり、体がシートベルトからすり抜けてし
まうことがあります。安全にシートベルトを使用
し、乗員の安全を守るためにも、ここでの説明
に従ってください。

● 肩を通るベルトは肩と胸のまわりの隙間が最
小限になるように使用してください。緩みは苦
しくない程度にし、首にかからないようにしま
す。リトラクタが肩を通るベルトの余分な緩みを
巻き取ります。

● シートベルトを正しく着用しないと、衝突時の安
全ベルトの有効性を損ないます。

● 必ず車両が停止しているときに、シートベルト
の高さを調整してください。

妊娠中の方のシートベルト着用 

妊娠中の方のシートベルト着用

妊娠中の方を含め、シートベルトはすべての乗員が
着用するようにしてください。万が一事故に遭った場
合でも、シートベルトを着用することによって母親と
胎児への負傷の可能性が低減されます。

ラップ・ベルトは、下腹部に密着させ、強固な腰骨部
に当たるように着用してください。ショルダ・ベルト
は、胸部を横切るように、首から離して着用してくだ
さい。ショルダ・ベルトは、絶対に背中の後ろに回し
たり、腕の下に通したりしないでください。

シートベルト・プリテンショナ 
フロント・シートおよび 2 列目ドア側シートのシートベ
ルト・システムにはプリテンショナ装置が装備されて
おり、衝突時にシートベルトのたるみを取り除くよう
に設計されています。この装置は、衝突時に早めに
シートベルトのたるみを取り除くことによってシートベ
ルトの性能を向上させます。プリテンショナは、チャ
イルド・シートに座っているお子さまを含むあらゆる
体形の人に対して有効です。
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メモ :
これらの装置は、乗員による正しいシートベルトの
使用に代わるものではありません。シートベルトは、
必ず正しい位置で体に密着させて使用してくださ
い。

プリテンショナは、乗員保護拘束装置コントローラ
（ORC）により作動します。エアバッグ同様、プリテン
ショナは 1 回の使い切り部品です。作動したプリテ
ンショナまたはエアバッグは、すぐに交換する必要
があります。

衝突エネルギー低減機能

フロントおよび 2 列目ドア側シートのシートベルト・シ
ステムには衝突エネルギー低減機能があり、衝突
時にけがをする危険性をさらに低減させるのに役立
ちます。シートベルト・システムはリトラクタ・アセンブ
リを備えており、ベルトを緩める力を制御するように
設計されています。

補助拘束装置（SRS）

このセクションで説明されている一部の安全機能
は、一部のモデルでは標準装備されていますが、オ
プション装備のモデルもあります。標準装備されて
いるか不確かな場合は、ジープ正規ディーラーでご
確認ください。

エアバッグ・システムは衝突時に乗員を保護しま
す。乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）は、エア
バッグ・システムの電気構成部品に関係する内部回
路と相互接続配線を監視します。お客様の車両に
は、以下のエアバッグ・システム構成部品が装備さ
れている場合があります。

エアバッグ・システムの構成部品

● 乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）

● エアバッグ警告灯 
● ステアリング・ホイールおよびコラム

● インストルメント・パネル

● ニー・インパクト・ボルスタ（タイプ別装備）

● 運転席および助手席エアバッグ

● シートベルト・バックル・スイッチ

● サプリメンタル・サイド・エアバッグ

● 正面および側面衝突センサ

● シートベルト・プリテンショナ

● シート・レール位置センサ(タイプ別装備)

エアバッグ警告灯 
乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）
は、イグニッション・スイッチが「START
（始動）」位置または「ON/RUN（オン／
走行）」位置になっているときに、エアバ

ッグ・システムの電子部品の作動可能状態をモニタ
します。イグニッション・スイッチが「OFF」位置または
「ACC」位置のときは、エアバッグ・システムは作動
せず、膨らみません。

ORC に内蔵されたバックアップ電源供給システム
により、バッテリが上がったり、エアバッグの展開前
に切り離されたりした場合でも、エアバッグ・システ
ムを展開させることが可能です。

ORC は、イグニッション・スイッチが最初に
「ON/RUN（オン／走行）」位置になったときに、約 2
～8 秒間インストルメント・パネルのエアバッグ警告
灯を点灯させて自己点検を行います。自己点検後、
エアバッグ警告灯は消灯します。ORC がシステム
内のどこかに不具合を検知すると、エアバッグ警告
灯は瞬間的または継続的に点灯します。最初の始
動後に警告灯が再度点灯した場合は、チャイムを 1
回鳴らして警告を発します。

ORC には診断機能も備わっており、エアバッグ・シ
ステムに影響を与える可能性のある不具合が検出
された場合はインストルメント・パネル内のエアバッ
グ警告灯が点灯します。この診断機能は、不具合
の性質の記録も行います。エアバッグ・システムは
メンテナンス・フリーですが、次のような場合には直
ちにジープ正規ディーラーにて点検を受けてくださ
い。

● イグニッション・スイッチが最初に「ON/RUN（オン
／走行）」位置になったときに、エアバッグ警告灯
が 4～8 秒間点灯しない場合

● イグニッションを「ON」位置にした後 2～8 秒経っ
てもエアバッグ警告灯が点灯したままの場合

● 運転中、エアバッグ警告灯が断続的に点滅また
は点灯する場合

メモ :
スピードメータやタコメータなどエンジン関連の計器
が機能しない場合、乗員保護拘束装置コントローラ
（ORC）も無効になっていることがあります。その場
合、エアバッグが作動せず、衝突時に乗員が守られ
ない危険があります。直ちにジープ正規ディーラー
でエアバッグ・システムを適切に整備してください。

警告!

インストルメント・パネルのエアバッグ警告灯が点
灯していると、衝突時にエアバッグ・システムによ
る保護が得られない場合があります。イグニッショ
ン・スイッチを最初に ON にしたときに、警告灯が
点灯（電球点検のため）しなかったり、車両始動
後も点灯し続けたり、運転中に点灯したときに
は、直ちにジープ正規ディーラーでエアバッグ・シ
ステムの点検を受けてください。

エアバッグ予備警告灯 
エアバッグ警告灯に異常が検知され、
それが補助拘束装置（SRS）に影響を与
える可能性があると、インストルメント・
パネルのエアバッグ予備警告灯が点灯

します。エアバッグ予備警告灯は、異常が解消され
るまで点灯し続けます。さらに、エアバッグ予備警告
灯が点灯し、異常が検知されていることを運転者に
警告するチャイムが 1 回鳴ります。運転中、エアバ
ッグ予備警告灯が断続的に点滅または点灯し続け
る場合、直ちにジープ正規ディーラーで車両の整備
を受けてください ð ページ 5。

フロント・エアバッグ

この車両には、運転席および助手席の両方にフロ
ント・エアバッグとラップ／ショルダ・ベルトが装備さ
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れています。フロント・エアバッグは、拘束装置であ
るシートベルトを補助するものです。運転席のフロン
ト・エアバッグは、ステアリング・ホイールの中心に
内蔵されています。助手席のフロント・エアバッグ
は、グローブ・ボックスの上のインストルメント・パネ
ルに内蔵されています。「SRS AIRBAG」または
「AIRBAG」という文字がエアバッグ・カバーの上に浮
き彫り加工されています。

フロント・エアバッグ／ニー・インパクト・ボ
ルスタの位置

1 - 運転席および助手席のフロント・エアバッグ
2 - 運転席および助手席ニー・インパクト・ボルスタ

警告!

● ステアリング・ホイールやインストルメント・パネ
ルに接近し過ぎると、フロント・エアバッグが展
開した際に重傷または死亡事故につながるお
それがあります。エアバッグが膨らむには、あ
る程度の空間が必要です。ステアリング・ホイ
ールやインストルメント・パネルに向かってゆっ
たりと腕を伸ばせるくらいに深く座ってくださ
い。

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手
席には、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを
使用しないでください。お子様の死亡または重
傷を負う原因となります。

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに
取り付けたチャイルド・シートに座らせてくださ
い。これが衝突時に最も保護される位置です。

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シ
ートにお子さまを乗せる必要がある場合は、助
手席側フロント・エアバッグの作動を解除する
必要があります。チャイルド・シートを使用する
場合は、エアバッグ作動解除表示灯が点灯し
ていることを必ず確認してください。助手席をで
きるだけ後方に下げ、チャイルド・シートがダッ
シュボードに接触しないようにしてください。

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後
ろ向きのチャイルド・シートのお子さまなど、12
歳以下のお子さまに重傷事故または死亡事故
が起きる恐れがあります。

運転席および助手席のフロント・エアバ
ッグ機能

フロント・エアバッグ・システムでは、乗員保護拘束
装置コントローラ（ORC）が正面衝突センサ（タイプ

別装備）または他のシステム構成部品から情報を
受信して、衝突の程度と種類に応じて展開するよう
設計されています。運転席フロント・エアバッグ・シス
テムは単一段階式エアバッグです。助手席フロント・
エアバッグ・システムは多段階式フロント・エアバッ
グです。エアバッグを展開する必要のある衝撃が起
きると、第 1 段階のインフレータが直ちに作動しま
す。多段階式エアバッグの場合、軽度の衝突時に
は低エネルギー出力が使用されます。高エネルギ
ー出力は、重度の衝突時に使用されます。

また、モデルによっては、運転席や助手席のシート
ベルトが留められているかどうかを検出する運転席
／助手席シートベルト・バックル・スイッチが装備さ
れています。シートベルト・バックル・スイッチにより、
助手席多段階式フロント・エアバッグの膨張率が調
節されます。

モデルによっては、シートの位置に基づいて高度フ
ロント・エアバッグの膨張率を調節する運転席／助
手席フロント・シート・レール位置センサが装備され
ています。

警告!

● インストルメント・パネルまたはステアリング・ホ
イールのエアバッグ・カバーの上または近くに
物を置かないでください。衝突時にエアバッグ
が膨張した際に、これらの物によってけがをす
る恐れがあります。

● エアバッグ・カバーの周辺やその上に物を置か
ないでください。またエアバッグ・カバーを手で
開けないでください。エアバッグを傷つけるだ
けでなく、万一の際に機能せず負傷する恐れ
があります。エアバッグ・クッションの保護用カ
バーは、エアバッグが作動した場合のみ開く設
計になっています。

● エアバッグだけでは衝突の際に重傷を負う恐
れがあります。エアバッグは、シートベルトと共
に使用したときに初めて効果をもたらします。
エアバッグがまったく展開しない衝突もありま
す。エアバッグが装備されていても、必ずシー
トベルトを使用してください。

フロント・エアバッグの作動

フロント・エアバッグは、シートベルトを補助すること
により、保護効果を高めるように設計されています。
フロント・エアバッグでは、後面衝突、側面衝突、ま
たは横転の際の負傷の危険性を減らす効果は期待
できません。フロント・エアバッグは、すべての正面
衝突で作動するわけではありません。このような衝
突には、ポールとの衝突、トラックへのもぐりこみ、
斜めオフセット衝突など、車両にかなりの損傷が生
じる衝突などがあります。

その一方で、衝撃の種類と位置によっては、車両前
部の損傷が軽微でも初期減速度が著しい衝突にお
いては、フロント・エアバッグが作動することもありま
す。

エアバッグ・センサは時間に対する車両の減速度を
計測するため、車速および損傷だけで、エアバッグ
展開の要否を判断することはできません。

15



シートベルトは、あらゆる衝突で乗員を保護するた
めだけでなく、膨張するエアバッグから離れた位置
に乗員を保持するためにも必要です。

乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）がフロント・
エアバッグの作動に必要な衝撃を検知すると、イン
フレータ・ユニットに信号を送ります。フロント・エア
バッグは、大量の無害なガスにより膨張します。

エアバッグが完全に膨張すると、ステアリング・ホイ
ール・ハブのトリム・カバーとインストルメント・パネ
ルの助手席側上部が外れて分離します。フロント・
エアバッグは、まばたきよりも短時間で完全に膨ら
みます。膨張したフロント・エアバッグは、運転者と
助手席の乗員を受け止めた後、直ちに収縮します。

助手席側エアバッグ無効機能 — タイプ
別装備

フロント・シートにチャイルド・シートを取り付けなけ
ればならない場合、このシステムでは助手席側高度
フロント・エアバッグを無効（OFF）にできます。助手
席側高度フロント・エアバッグを無効（OFF）にするの
は、どうしてもフロント・シートにチャイルド・シートを
取り付けなければならない場合のみにしてください。
12 歳以下のお子さまは、できるだけリヤ・シートでシ
ートベルトを正しく使用させるようにしてください。衝
突事故の統計によると、お子さまはフロント・シート
よりもリヤ・シートでチャイルド・シートに座らせたほ
うが、より安全であることが確認されています

ð ページ 23。

警告!

● 「DISABLED (OFF)（無効（オフ））」では、助手席
側高度フロント・エアバッグは作動解除され、
衝突時に展開しません。

● 「DISABLED (OFF)（無効（オフ））」では助手席
側高度フロント・エアバッグは、シートベルトを
補助することで助手席の保護効果を高めるこ
とはしません。

● オーバーヘッド・スポーツ・バーの助手席側エ
アバッグ「DISABLED (OFF)（無効（オフ））」表示
灯 t が点灯し、助手席側高度フロント・エア

バッグが「DISABLED (OFF)（無効（オフ））」であ
ることを示していない限り、助手席にチャイル
ド・シートを装着しないでください。

● シートベルトを正しく使用していないと、衝突の
際に運転者および乗員が重傷を負う恐れがあ
ります。事故の状況によっては、車内各部や他
の乗員にぶつかったり、車外に放り出されるこ
とも考えられます。運転者やすべての乗員が、
シートベルトを正しく使用していることを常に確
認してください。

助手席側高度フロント・エアバッグは、インストルメ
ント・パネル・ディスプレイ・メニューの該当する設定
を選択することによって、有効（ON）または無効
（OFF）にできます。

助手席側エアバッグ無効機能には、以下のものが
含まれます。

● 乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）

● 助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯 - オー

バーヘッド・スポーツ・バーにある黄色の表示灯

● 助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯 - オー

バーヘッド・スポーツ・バーにある黄色の表示灯

● エアバッグ警告灯 - インストルメント・パネル・

ディスプレイにある黄色の警告灯

助手席側エアバッグ表示灯

乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）は、イグニッ
ション・スイッチが「START（始動）」位置または
「ON/RUN（オン／走行）」位置になっているときに、
エアバッグ・システムの電子部品の作動可能状態を
モニタします。ORC は、イグニッション・スイッチを最
初に「START（始動）」または「ON/RUN（オン／走
行）」位置にしたとき、オーバーヘッド・スポーツ・バ
ーの助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯と助手
席側エアバッグ有効（ON）表示灯を約 5～8 秒間点
灯させ、自己点検を行います。自己点検が終わると
表示灯が点灯し、助手席側高度フロント・エアバッグ
の状態を運転者と助手席乗員に伝えます。次のよう
な場合、直ちにジープ正規ディーラーでエアバッグ・
システムを適切に整備してください。

● イグニッションを最初に「START（始動）」または
「ON/RUN（オン／走行）」位置にしたとき、どちら
の表示灯も自己点検のために点灯しない。

● 車両を始動した後、両方の表示灯が点灯し続け
る。

● 車両を始動した後、両方の表示灯が消灯し続け
る。

● 走行中に両方の表示灯が点灯する。

● 走行中に両方の表示灯が消灯する。

自己点検が終了すると、どちらかの助手席側エアバ
ッグ表示灯のみが点灯します。

警告!

助手席側エアバッグ表示灯に問題があることを示
す上記のいずれかの状況が発生している場合、
助手席側高度フロント・エアバッグは最後に選択
されていた状態（無効または有効）のままになりま
す。

 助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯 - オー

バーヘッド・スポーツ・バーにある

助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯は、助手席
側高度フロント・エアバッグが解除されていることを
運転者と助手席乗員に伝えます。助手席側エアバ
ッグ無効（OFF）表示灯が点灯している場合 、衝

突時に助手席側高度フロント・エアバッグが展開し
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ないことを示しています。助手席側エアバッグ無効
（OFF）表示灯 が点灯していないときは、助手席

側高度フロント・エアバッグが解除されていると思わ
ないでください。

 助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯 - オーバ

ーヘッド・スポーツ・バーにある

助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯は、助手席
側高度フロント・エアバッグが作動可能な状態であ
ることを運転者と助手席乗員に伝えます。助手席側
エアバッグ有効（ON）表示灯が点灯している場合

、エアバッグの展開を要する衝撃が発生すると

助手席側高度フロント・エアバッグが展開することを
示しています。助手席側エアバッグ有効（ON）表示
灯 が点灯していない限り、助手席側高度フロン

ト・エアバッグが作動すると見なさないでください。

警告!

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手
席には、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを
使用しないでください。お子様の死亡または重
傷を負う原因となります。

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに
取り付けたチャイルド・シートに座らせてくださ
い。これが衝突時に最も保護される位置です。

(続き)

警告!

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シ
ートにお子さまを乗せる必要がある場合は、助
手席側フロント・エアバッグの作動を解除する
必要があります。チャイルド・シートを使用する
場合は、エアバッグ作動解除表示灯が点灯し
ていることを必ず確認してください。助手席をで
きるだけ後方に下げ、チャイルド・シートがダッ
シュボードに接触しないようにしてください。

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後
ろ向きのチャイルド・シートのお子さまなど、12
歳以下のお子さまに重傷事故または死亡事故
が起きる恐れがあります。

● 12 歳以下のお子さまには必ずシートベルトを
着用させ、リヤ・シート付き車両のリヤ・シート
に乗車させてください。

助手席側高度フロント・エアバッグを無効（OFF）に
する

助手席側高度フロント・エアバッグを無効（OFF）に
するには、ステアリング・ホイールの上下矢印ボタン
を押して、インストルメント・パネルにあるインストル
メント・パネル・ディスプレイのメイン・メニューにアク
セスし、以下の作業を行います。

アクション 情報

「Vehicle Set-Up（車両設定）」まで上下にスクロール
します

車両のステアリング・ホイールの OK ボタンを押し
て、「Vehicle Settings（車両設定）」を開きます

ステアリング・ホイールの矢印ボタンを使って上下に
スクロールし、「Security（セキュリティ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、
「Security（セキュリティ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、
「Passenger AIRBAG（助手席側エアバッグ）」を選択
します

「Passenger AIRBAG OFF（助手席側エアバッグ
OFF）」（ OFF）まで上下にスクロールします

メモ :
以前に助手席側高度フロント・エアバッグを有効
（ON）にしていた場合は初期設定で「ON」になるの
で、下にスクロールして「OFF」を選択する必要があ
ります。

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、
「Passenger AIRBAG OFF（助手席側エアバッグ
OFF）」（ OFF）を選択します

上下にスクロールして、確定するために「YES（は
い）」を選択します
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アクション 情報

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「YES
（はい）」を選択します

メモ :
この操作を 1 分以内に行わないと、この選択内容が
無効になり、手順を最初から繰り返さなければなら
なくなります。

チャイムが 1 回鳴り、助手席側エアバッグ無効
（OFF） 表示灯が 4～5 秒間点灯し、助手席側高

度フロント・エアバッグが無効になったことを通知し
ます。

助手席側エアバッグ無効（OFF） 表示灯は常時点

灯し続け、助手席側高度フロント・エアバッグが無効
（OFF）になっていることを運転者と助手席乗員に伝
えます。

上記の表の作業に従うことで、助手席側高度フロン
ト・エアバッグが無効（OFF）になります。助手席側エ
アバッグ無効（OFF）表示灯が点灯している場合

、衝突時に助手席側高度フロント・エアバッグが

展開しないことを示しています。

ステアリング・ホイールの上下矢印ボタンを押して、
インストルメント・パネルにあるインストルメント・パネ
ル・ディスプレイのメイン・メニューにアクセスし、以

下の作業を行ないます。

アクション 情報

「Vehicle Set-Up（車両設定）」まで上下にスクロール
します

車両のステアリング・ホイールの OK ボタンを押し
て、「Vehicle Settings（車両設定）」を開きます

ステアリング・ホイールの矢印ボタンを使って上下に
スクロールし、「Security（セキュリティ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、
「Security（セキュリティ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、
「Passenger AIRBAG（助手席側エアバッグ）」を選択
します

「Passenger AIRBAG ON（助手席側エアバッグ
ON）」（ 〓 ON）まで上下にスクロールします

メモ :
以前に助手席側高度フロント・エアバッグを無効
（OFF）にしていた場合は初期設定で「OFF」になるの
で、下にスクロールして「ON」を選択する必要があり
ます。

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、
「Passenger AIRBAG ON（助手席側エアバッグ
ON）」（ ON）を選択します
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アクション 情報

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Yes
（はい）」を選択します

メモ :
この操作を 1 分以内に行わないと、この選択内容が
無効になり、手順を最初から繰り返さなければなら
なくなります。

チャイムが 1 回鳴り、助手席側エアバッグ有効
（ON） 表示灯が 4～5 秒間点灯し、助手席側高

度フロント・エアバッグが有効になったことを通知し
ます。

助手席側エアバッグ有効（ON） 表示灯は常時点

灯し続け、助手席側高度フロント・エアバッグが有効
（ON）になっていることを運転者と助手席乗員に伝
えます。

上記の表の作業に従うことで、助手席側高度フロン
ト・エアバッグが有効（ON）になります。オーバーヘ
ッド・スポーツ・バーの助手席側エアバッグ有効
（ON）表示灯 が点灯している場合、エアバッグの

展開を要する衝撃が発生すると助手席側高度フロ
ント・エアバッグが展開することを示しています。

警告!

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手
席には、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを
使用しないでください。お子様の死亡または重
傷を負う原因となります。

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに
取り付けたチャイルド・シートに座らせてくださ
い。これが衝突時に最も保護される位置です。

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シ
ートにお子さまを乗せる必要がある場合は、助
手席側フロント・エアバッグの作動を解除する
必要があります。チャイルド・シートを使用する
場合は、エアバッグ作動解除表示灯が点灯し
ていることを必ず確認してください。助手席をで
きるだけ後方に下げ、チャイルド・シートがダッ
シュボードに接触しないようにしてください。

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後
ろ向きのチャイルド・シートのお子さまなど、12
歳以下のお子さまに重傷事故または死亡事故
が起きる恐れがあります。

● 12 歳以下のお子さまには必ずシートベルトを
着用させ、リヤ・シート付き車両のリヤ・シート
に乗車させてください。

ニー・インパクト・ボルスタ

ニー・インパクト・ボルスタは、運転者と助手席乗員
の膝を保護するとともに、フロント・エアバッグの効
果を高める姿勢に保ちます。

警告!

● ニー・インパクト・ボルスタにドリルで穴を開け
たり、切断したり、改造したりすることは絶対に
しないでください。

● ニー・インパクト・ボルスタに警告灯やステレ
オ、CB 無線などのアクセサリ類を取り付けな
いでください。

サプリメンタル・サイド・エアバッグ

Supplemental Seat-Mounted Side Air Bags(サプリメン
タル・シート・マウント・サイド・エアバッグ)（SAB） - タ
イプ別装備

この車両には、モデルによってサプリメンタル・シー
ト・マウント・サイド・エアバッグ（SAB）が装備されて
います。サプリメンタル・シート・マウント・サイド・エ
アバッグ（SAB）が装備されている場合、以下の情報
を参照してください。

サプリメンタル・シート・マウント・サイド・エアバッグ
（SAB）はフロント・シートのドア側に内蔵されていま
す。SAB が装備されている場合、シートのドア側の
ラベルまたはシート・トリムに、「SRS AIRBAG」また
は「AIRBAG」というマークが縫い付けられています。

サプリメンタル・シート・マウント・サイド・エ
アバッグのラベル

SAB が装備されている場合は、SAB はシートベルト
やボディ構造による負傷の軽減に加え、特定の側
面衝突時に乗員が負傷する危険性を低減するのに
役立ちます。
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SAB が展開するときは、シート・バックのトリム・カバ
ーのドア側の縫い目が開きます。SAB は、シートの
縫い目を裂いて展開し、乗員とドアの間の空間で膨
張します。SAB は非常に速く強い力で作動するた
め、乗員が正しく座っていなかったり、SAB が膨張す
る空間に物が置いてある場合は、乗員が負傷する
恐れがあります。お子さまの場合は、エアバッグの
展開による負傷の危険性がさらに高まります。

警告!

後付けのシート・カバーを使用したり、体とサイド・
エアバッグの間に物を置かないでください。十分
な性能が得られなかったり、置いてあった物が身
体に当たって負傷する恐れがあります。

サプリメンタル・シート・マウント・サイド・エアバッグ・
インフレータブル・カーテン（SABIC）- タイプ別装備

この車両には、モデルによってサプリメンタル・サイ
ド・エアバッグ・インフレータブル・カーテン（SABIC）
が装備されています。サプリメンタル・サイド・エアバ
ッグ・インフレータブル・カーテン（SABIC）が装備され
ている場合、以下の情報を参照してください。

サプリメンタル・サイド・エアバッグ・インフレータブ
ル・カーテン（SABIC）はウィンドウ上部に内蔵されて
います。SABIC を覆うトリムには、「SRS AIRBAG」ま
たは「AIRBAG」というラベルが付いています。

サプリメンタル・サイド・エアバッグ・インフ
レータブル・カーテン（SABIC）のラベル位

置

SABIC（タイプ別装備）は、シートベルトや車体構造
による潜在的な負傷の軽減に加え、特定の側面衝
突時におけるフロントおよびリヤ・シートのドア側乗
員の頭部などへの負傷の危険性を軽減するうえで
役立ちます。

SABIC は下向きに展開され、ドアウィンドウを覆いま
す。膨張した SABIC は、ヘッドライナの周囲を外に
向かって押し出し、窓を覆います。SABIC は強い力
で膨張するため、乗員がシートベルトを着用せず正
しく座っていなかったり、SABIC が膨張する空間に
物が置いてある場合は、乗員が負傷する恐れがあ
ります。お子さまの場合は、エアバッグの展開によ
る負傷の危険性がさらに高まります。

SABIC（タイプ別装備）は、特定の側面衝突時にドア
ウィンドウから車両の乗員の体の一部またはすべて
が飛び出す危険性を軽減するうえで役立ちます。

警告!

● SABIC の展開を妨げる高さに装置を取り付け
たり、物や荷物を積み重ねたりしないでくださ
い。SABIC が収納されており SABIC 展開範囲
となるドアウィンドウ上を覆うトリム付近には、
障害物を置かないでください。

● SABIC が意図されたとおりに機能するように、
車両のルーフを変形させるようなアクセサリを
取り付けないでください。車両には後付サンル
ーフを取り付けないでください。車両ルーフに
設置する際に、固定用部品（ボルトまたはスク
リュ）を必要とするようなルーフ・ラックを取り付
けないでください。車両ルーフには、絶対に穴
をあけないでください。

側面衝突

サイド・エアバッグは、特定の側面衝突時に起動す
るよう設計されています。乗員保護拘束装置コント
ローラ（ORC）は、特定の側面衝突時におけるサイ
ド・エアバッグの展開が適切であるかどうかを、衝突
の程度と種類に応じて判断します。ORC は側面衝
突センサを使用して、発生した衝突に対して適切な
応答を決定します。システムは、サイド・エアバッグ
による乗員保護が必要な衝撃に対して、車両の衝
突した側のサイド・エアバッグを作動させるよう調整
されています。側面衝突では、サイド・エアバッグは
それぞれ独立して展開します。左側の衝突では左
側のサイド・エアバッグのみが展開し、右側の衝突
では右側のサイド・エアバッグのみが展開します。
車両の損傷自体は、サイド・エアバッグが展開する
べきかどうかの十分な指標とはなりません。

サイド・エアバッグは、すべての側面衝突で展開す
るわけではありません。車内に影響を及ぼさないよ
うな特定の角度での衝突や一部の側面衝突では、
サイド・エアバッグは展開しません。サイド・エアバッ
グは、フロント・エアバッグが展開する場合でも、角
度のあるまたはオフセットした正面衝突の際に展開
する場合があります。

サイド・エアバッグは、シートベルトの補助的な拘束
装置です。サイド・エアバッグは、人間が 1 回まばた
きをする時間もかからずに展開します。

警告!

● 乗員またはお子さまがサイド・エアバッグに接
近し過ぎていると、重傷を負ったり、死にいたる
恐れがあります。乗員とお子さまがドア、ドアウ
ィンドウ、またはサイド・エアバッグが膨らむ範
囲に寄りかかったり眠ったりしないようにしてく
ださい。お子さまをチャイルド・シートに座らせ
ている場合も寄りかからないように注意してく
ださい。

● シートベルト（および適切な場合はチャイルド・
シート）はあらゆる衝突から乗員を保護するた
めに必要です。また、シートベルトは膨張する
サイド・エアバッグから離れた位置に乗員を保
持するためにも役立っています。サイド・エアバ
ッグから最大限保護されるように、乗員はシー

(続き)
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警告!

トベルトを必ず適切に着用し、シートに背中を
付けてまっすぐ座ってください。お子さまは、お
子さまの体格に合ったチャイルド・シートまたは
ブースタ・シートに必ず正しく座らせてください。

警告!

● サイド・エアバッグが膨らむにはある程度の空
間が必要です。ドアまたはウインドウに寄りか
からないでください。シートの中央にまっすぐ座
ってください。

● 展開中、サイド・エアバッグのすぐ近くにいる
と、重傷や死亡事故につながる恐れがありま
す。

● サイド・エアバッグだけでは衝突の際に重傷を
負う恐れがあります。サイド・エアバッグは、シ
ートベルトを適切に着用しているときに初めて
効果をもたらします。サイド・エアバッグがまっ
たく展開しない衝突もあります。サイド・エアバ
ッグが装備されていても、必ずシートベルトを
使用してください。

メモ :
エアバッグのカバーは周囲の内装と見分けがつき
ませんが、万一のときには開いてエアバッグが展開
します。

エアバッグ・システムの構成部品

メモ :
乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）は、電動エア
バッグ・システムの電気構成部品に関係する内部回
路と相互接続配線を監視します。

● 乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）

● エアバッグ警告灯 
● ステアリング・ホイールおよびコラム

● インストルメント・パネル

● ニー・インパクト・ボルスタ（タイプ別装備）

● 運転席および助手席エアバッグ

● シートベルト・バックル・スイッチ

● サプリメンタル・サイド・エアバッグ

● 正面および側面衝突センサ

● シートベルト・プリテンショナ

● シート・レール位置センサ(タイプ別装備)

エアバッグが作動したとき 
フロント・エアバッグは、展開後すぐに収縮するよう
に設計されています。

メモ :
フロントまたはサイド・エアバッグは、衝突のレベル
によっては作動しないことがあります。これはエアバ
ッグ・システムの故障ではありません。

衝突によりエアバッグが作動すると、次のような事
態が起こることがあります。

● エアバッグが膨張するとき、エアバッグの素材に
より乗員がすり傷を負ったり、皮膚が赤くなったり
することがあります。エアバッグによるすり傷は、

ロープなどによる摩擦で起きるもの、またはカー
ペットや体育館の床で滑ったときにできるもの
（擦過傷）と同じものです。化学物質との接触に
よるものではありません。一時的なもので、通常
は短期間で治癒するものです。ただし、数日たっ
ても良くならないときや水ぶくれができたときに
は、直ちに医師の診察を受けてください。

● エアバッグが収縮するとき、煙のような粉末が発
生することがあります。この粉末は、エアバッグ
膨張のために無害なガスが発生するときの副産
物です。この粉末が、皮膚、目、鼻、のどなどを
刺激することがあります。皮膚や目に刺激を感じ
たら、冷水で洗い流してください。鼻やのどがひり
ひりするときは、空気が新鮮な場所に移動してく
ださい。それでも刺激を感じるようであれば、医
師の診察を受けてください。粉末が衣服に付着し
た場合は、衣服の表示に従ってクリーニングして
ください。

エアバッグが作動した後は、その車を運転しないよ
うにしてください。次に衝突に巻き込まれた際に、エ
アバッグが機能を果たしません。

警告!

一度作動したエアバッグおよびシートベルト・プリ
テンショナは、次の衝突時には作動しません。直
ちにエアバッグ、シートベルト・プリテンショナ、シ
ートベルト・リトラクタ・アセンブリをジープ正規ディ
ーラーで交換してください。乗員保護拘束装置コ
ントローラの整備も受けてください。

メモ :
● エアバッグのカバーは周囲の内装と見分けがつ

きませんが、万一のときには開いてエアバッグが
展開します。

● 衝突した場合には、直ちにジープ正規ディーラー
に整備を依頼してください。

高度事故時反応システム

衝突時に、車両通信ネットワークおよび電源には問
題がない場合、衝撃の性質に応じて、乗員保護拘
束装置コントローラ（ORC）は高度事故時反応シス
テムを作動して次の機能を実行するかどうかを判断
します。

● エンジンへの燃料供給停止（タイプ別装備）

● 電動モータへのバッテリ電力供給の停止（タイプ
別装備）

● ハザード警告灯の点滅（バッテリ電力が切れるま
で）

● 室内灯の点灯。室内灯は、バッテリ電源がなくな
るまで、または高度事故時反応システムの介入
から 15 分間点灯し続けます。

● パワー・ドア・ロックの解錠

ご使用の車両は、高度事故時反応システムに反応
して以下の他の機能のいずれかを実行するように
設計されていることもあります。

● フューエル・フィルタ・ヒータをオフにする、HVAC
ブロア・モータをオフにする、HVAC サーキュレー
ション・ドアを閉じる
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● 以下のコンポーネントへのバッテリ電力供給を停
止する。

○ エンジン

○ 電動モータ（タイプ別装備）

○ 電動パワー・ステアリング

○ ブレーキ・ブースタ

○ 電動パーキング・ブレーキ

○ オートマチック・トランスミッション・ギヤ・セレク
タ

○ ホーン

○ フロント・ワイパ

メモ :
事故の後は、バッテリーの消耗を避けるために、必
ずイグニッションを停止 (オフ) 位置にしてください。
システムをリセットしてエンジンを始動する前に、エ
ンジン・ルーム内やエンジン・ルームおよび燃料タン
ク付近の地面に燃料漏れがないか、車両を十分に
点検してください。燃料漏れがなく、車両の電気装
置（ヘッドライトなど）に損傷がない場合は、以下の
手順でシステムをリセットしてください。疑わしい場
合は、ジープ正規ディーラーにお問い合わせくださ
い。

高度事故時反応システムのリセット手順

事故後に高度事故時反応システム機能をリセットす
るには、イグニッション・スイッチをイグニッションの
「START」または「ON/RUN」からイグニッションの
「OFF」に変更する必要があります。システムをリセ
ットしてエンジンを始動する前に、エンジン・ルーム
内やエンジン・ルームおよび燃料タンク付近の地面
に燃料漏れがないか、車両を十分に点検してくださ
い。

事故後、リセット手順を実行しても車両が始動しな
い場合、車両をジープ正規ディーラーまでけん引
し、点検を行って、高度事故時反応システムのリセ
ットを実施してください。

エアバッグ・システムのメンテナンス 

警告!

● エアバッグ・システムを改造すると、万一のとき
に作動しない恐れがあります。必要なときにエ
アバッグ・システムが作動せず、負傷する恐れ
があります。ステアリング・ホイール・ハブ・トリ
ム・カバーやインストルメント・パネルの助手席
側上部にバッジやステッカーなどを貼ったり、
構成部品や配線を改造しないでください。フロ
ント・バンパまたは車体構造を改造したり、アク
セサリ部品のサイド・ステップまたはランニン
グ・ボードを装着したりしないでください。

● お客様自身の手でエアバッグ・システムを修理
することは危険です。車の整備を依頼するとき
は、整備士などにエアバッグ・システムが装備
されていることを必ず伝えてください。

● エアバッグ・システムの部品は改造しないでく
ださい。改造を加えると、エアバッグが誤って
膨張したり正常に機能しなかったりすることが
あります。エアバッグ・システムの整備を受け

(続き)

警告!

るには、ジープ正規ディーラーに整備をご依頼
ください。トリム・カバーやクッション付きのシー
トの整備（シート取り付けボルトの取り外しまた
は緩め／締め付け）が必要な場合は、ジープ
正規ディーラーに整備をご依頼ください。使用
できるシート・アクセサリは、メーカ認定済みの
ものだけです。

事象データ・レコーダ（EDR）

この車は、事象データ・レコーダ（EDR）を装備してい
ます。EDR の主な目的は、衝突または衝突に近い
状況（エアバッグの展開または道路の障害物に当
たるなど）が起こった際、車両のシステム作動状況
を把握するのに役立つデータを記録することです。
EDR は、車両のダイナミックスと安全システムに関
連するデータを短時間（通常、30 秒以下）の間記録
するように設計されています。この車の EDR は、次
のデータを記録するように設計されています。

● 車両の各種システムの作動状況

● 運転席または助手席シートベルトがバックルに差
し込まれていた（着用されていた）かどうか

● 運転者がアクセル・ペダルやブレーキ・ペダルを
どの程度踏み込んでいたか、またはまったく踏み
込んでいなかったかどうか

● 車両の走行速度

これらのデータにより、衝突やけがの発生時の状況
がわかりやすくなります。

メモ :
EDR データは、重要な衝突状況が発生した場合の
み車両で記録されます。通常の運転条件下ではデ
ータは記録されません。また、個人情報（氏名、性
別、年齢、衝突の場所）などは記録されません。た
だし、法的機関などの他の関係者は事故調査中に
通常取得される個人識別データと組み合わせてこ
の EDR データを使用する場合があります。

EDR に記録されたデータを読み取るには、専用の
装置が必要で、車両または EDR にアクセスする必
要もあります。車のメーカに加え、専用の装置を持
っている法的機関などの他の関係者は、車両また
は EDR にアクセスできる場合に情報を読み取るこ
とができます。
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チャイルド・シート — お子さまを
安全に乗せるために

助手席サンバイザに貼付されている警告
ラベル

車内では、乳幼児も含めて全員が常にシートベルト
を着用してください。EC 指令 2003/20/EC では、す
べての EC 諸国に対し、シートの適切な使用を求め
ています。

身長が 1.5m に満たない 12 歳以下のお子さまは、
できるだけリヤ・シートでシートベルトを正しく締めて
乗車させるようにしてください。衝突事故の統計によ
ると、お子さまはフロント・シートよりもリヤ・シートで
チャイルド・シートに座らせたほうが、より安全である
ことが確認されています。

警告!

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手
席には、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを
使用しないでください。お子様の死亡または重
傷を負う原因となります。

(続き)

警告!

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに
取り付けたチャイルド・シートに座らせてくださ
い。これが衝突時に最も保護される位置です。

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シ
ートにお子さまを乗せる必要がある場合は、助
手席側フロント・エアバッグの作動を解除する
必要があります。チャイルド・シートを使用する
場合は、エアバッグ作動解除表示灯が点灯し
ていることを必ず確認してください。助手席をで
きるだけ後方に下げ、チャイルド・シートがダッ
シュボードに接触しないようにしてください。

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後
ろ向きのチャイルド・シートのお子さまなど、12
歳以下のお子さまに重傷事故または死亡事故
が起きる恐れがあります。

● 衝突の際には、チャイルド・シートなどにより保
護されていないお子さまは、一瞬のうちに車内
で放り出された状態になってしまう恐れがあり
ます。衝突時にお子さまをひざの上で抱いて
支えるには想像以上の力が必要となるため、
どんなに力が強い方でも、お子さまを抱えきれ
ません。お子さまのみならず他の乗員も重傷を
負ったり死亡にいたる恐れがあります。お子さ
まの大きさに合った適正なチャイルド・シートで
保護してください。

チャイルド・シートには、幼児用からある程度大きな
お子さま用まで、様々なサイズとタイプがあります。
お子さまはできる限り後ろ向きにお乗せください。後
ろ向きは、衝突の際にお子さまをもっとも保護しま
す。必ずチャイルド・シートの取扱説明書を読んで、
お子さまに適切なシートかどうかを確認してくださ
い。チャイルド・シートの取扱説明書とチャイルド・シ
ートに貼り付けられているすべてのラベルに記載さ
れた指示事項と注意事項すべてを十分に読んで従
ってください。

欧州において、チャイルド・シートの特性は規制
ECE-R44 によって規定されています。この中でチャ
イルド・シートは、次の 5 つの体重グループに分類
されています。

グループ 年齢 体重グループ サイズ・クラス／固定

グループ 0 9 か月までの表示 10 kg まで ISO/L1

ISO/L2

ISO/R1

グループ 0+ 2 歳までの表示 13kg まで ISO/R1

ISO/R2

ISO/R3
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グループ 年齢 体重グループ サイズ・クラス／固定

グループ 1 8 か月～4 歳までの表示 9～18 kg ISO/R2

ISO/R3

ISO/F2

ISO/F2X

ISO/F3

グループ 2 3～7 歳までの表示 15～25 kg —

グループ 3 6～12 歳までの表示 22～36 kg —

ECE R44 規格は ECE R-129 規定を補足するもの
で、i-Size チャイルド・シートの特性を定義しています
（詳細については、「i-Size チャイルド・シートの使用
に適した助手席」の項目を参照してください。)すべ
ての拘束装置は、チャイルド・シートにしっかりと固
定され絶対に外れることがないラベル上に、管理マ
ークと一緒に型式認定データが記載されている必
要があります。Lineaccessori MOPAR®では、各体重
グループ向けのチャイルド・シートを用意していま
す。Jeep®の車両向けに特別に設計されているこれ
らの装置を推奨します。

警告!

非常に危険です！作動可能なエアバッグの前に
後ろ向きのチャイルド・シートを取り付けないでく
ださい。詳細については、サンバイザに貼られた
ラベルを参照してください。衝突の度合いに関係
なく、事故時のエアバッグの展開により乳幼児が
重傷を負ったり死亡する恐れがあります。お子さ
まを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに取り付けた
チャイルド・シートに座らせてください。これが衝突
時に最も保護される位置です。

警告!

助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シート
にお子さまを乗せる必要がある場合は、「Setup
（セットアップ）」メニューから助手席側フロント・エ
アバッグとサイド・バッグ（バージョン／市場に応じ
てタイプ別装備）の作動を解除する必要がありま
す。作動解除はインストルメント・パネルに点灯し
た警告灯によって確認できます。助手席をできる
だけ後方に下げ、チャイルド・シートがダッシュボ
ードに接触しないようにしてください。

「ユニバーサル」チャイルド・シード

チャイルド・シートをこの車両に取り付ける場合は事
前に、シート位置ごとのチャイルド・シートの使用法
テーブル を参照して、使用するチャイルド・シートの
種類がシート位置に適合するかどうか確認してくだ
さい。

● 以下のセクションの図は、ユニバーサル・チャイ
ルド・シートの各タイプの例です。一般的な取り付
け方法が示されています。チャイルド・シートを取

り付ける際は、このタイプのシートに添付されて
いるメーカの説明書に必ず従ってください。

● ISOFIX アンカ付きのチャイルド・シートは、車両
のシートベルトを使用せずに、車両に取り付ける
ことができます。

グループ 0 および 0+

図 A

安全に関する専門家は、できるだけお子さまを車両
内で後ろ向きに座らせることを推奨しています。体
重が 13kg 未満の幼児は、図 A に示すチャイルド・
シートのような後ろ向きシートに座らせる必要があり
ます。このタイプのチャイルド・シートは、幼児の頭
部をサポートし、急な減速や衝突時に首にストレス
がかかりません。

後ろ向きチャイルド・シートは、図 A に示すにように
車両のシートベルトで固定します。お子さまは、チャ
イルド・シート自体のハーネスで拘束します。

警告!

● 作動可能なエアバッグの前に後ろ向きのチャ
イルド・シートを取り付けないでください。助手
席のフロント・エアバッグが展開すると、後ろ向
きのチャイルド・シートに座っているお子さまを
含む、12 歳以下のお子さまが重傷を負った
り、死亡したりするおそれがあります。

● フロント・シートで後ろ向きのチャイルド・シート
を使用する場合は、必ずフロント・エアバッグの
作動を解除してください。
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グループ 1

図 B

体重が 9kg～18kg のお子さまは、図 B に示すような
グループ 1 の前向きシートに乗せることができま
す。このタイプのチャイルド・シートは、グループ 0 ま
たは 0+のチャイルド・シートが小さすぎる大きなお
子さま向けです。

グループ 2

図 C

体重が 15kg～25kg で、グループ 1 のチャイルド・シ
ートを使用するには大きすぎるお子さまは、グルー
プ 2 のチャイルド・シートを使用することができま
す。

図 C に示すよう、グループ 2 のチャイルド・シートを
使用することにより、ショルダ・ベルトがお子さまの
首ではなく胸にかかり、ラップ・ベルトが腹部ではな
く骨盤に密着するようにシートベルトを装着できま
す。

グループ 3

図 D

体重が 22kg～36kg で、大人用ショルダ・ベルトを無
理なく着用できるだけの身長があるお子さまは、グ
ループ 3 のチャイルド・シートを使用することができ

ます。グループ 3 のチャイルド・シートでは、お子さ
まの骨盤の位置にラップ・ベルトを使用します。お子
さまの身長は、ショルダ・ベルトが首ではなく、胸部
にかかるだけの高さが必要です。

図 D は、グループ 3 チャイルド・シートのリヤ・シー
トでの正しい使用例を示しています。

警告!

● チャイルド・シートは、正しく取り付けないと機
能しません。衝突の際にチャイルド・シートが
外れ、お子さまが重傷を負ったり、死亡にいた
る恐れがあります。チャイルド・シートの取り付
けは、必ずチャイルド・シート・メーカの指示に
従ってください。

● 車両にチャイルド・シートを取り付けたら、車両
のシートを前後に移動させないでください。こ
れにより、チャイルド・シートの取り付け部が緩
むことがあります。車両シートの位置を調整す
る場合は、チャイルド・シートを外してから行っ
てください。車両シートの位置を調整してから、
チャイルド・シートを取り付けてください。

● チャイルド・シートをご使用にならない場合は、
シートベルトまたは ISOFIX アンカで確実に固
定するか、または車から降ろしてください。固
定していない状態で車内にそのままにしないで
ください。急停止または事故の際に、シート・バ
ックや乗員にぶつかり、乗員がけがをする恐れ
があります。

大きなお子さまのシートベルトの使用

身長が 1.5m 以上あるお子さまは、チャイルド・シー
トではなくシートベルトを着用することができます。

以下の簡単な 5 段階のテストを使用して、お子さま
がシートベルトを適切に使用できるか、またはシート
ベルトを正しく装着するにはまだグループ 2 または
3 のチャイルド・シートを使用する必要があるかご判
断ください。

1. お子さまは、車のシート・バックに対していっぱ
いまで奥に座れますか？

2. お子さまの膝は、奥いっぱいに座ったままで車
のシート前部を越えて無理なく曲がりますか？

3. ショルダ・ベルトは、お子さまの首と腕の間で肩
を横切りますか？

4. ベルトのラップ部分はなるべく低い位置にあっ
て、お子さまの腹部ではなく大腿部に触れてい
ますか？

5. お子さまは、全行程中このような状態で座って
いられますか？

これらの質問に対する回答に「いいえ」がある場合、
お子さまはまだこの車ではグループ 2 または 3 の
チャイルド・シートを使用する必要があります。お子
さまが 3 点式シートベルトを使用している場合、とき
どきベルトの状態を点検し、シートベルト・バックル
が固定されていることを確認して下さい。お子さまが
動いたりかがんだりするとベルトの位置がずれま
す。ショルダ・ベルトがお子さまの顔や首にあたる場
合は、お子さまを車の中央寄りに座らせるようにし
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てください。または、ブースタ・シートを使用してお子
さまが正しくシートベルトを着用できるようにしてくだ
さい。

警告!

ショルダ・ベルトをお子さまの脇の下に通したり、
背中の後ろに回したりすることは絶対に避けてく
ださい。衝突の際、ショルダ・ベルトはお子さまを
適切に守ることができず、重傷を負うまたは死亡
する場合があります。お子様は必ず 3 点式シート
ベルトの肩と腰の部分を正しく装着しなければな
りません。

ISOFIX チャイルド・シート

図 E

車両には ISOFIX というチャイルド・シート・アンカ機
構が装備されています。このシステムにより、
ISOFIX を備えたチャイルド・シートを車両のシートベ
ルトを使用せずに取り付けることができます。
ISOFIX システムには、シート・クッションの奥、シー
ト・バックと接する位置にある 2 つのロア・アンカとシ
ート位置の後ろにある 1 つのトップ・テザー・アンカ
が備わっています。

体重グループ 1 のユニバーサル ISOFIX チャイル
ド・シートの例が図 E に示されています。他の体重
グループ用の ISOFIX チャイルド・シートもご利用頂
けます。

ISOFIX アンカの配置

ロア・アンカは丸いバーで、シート・バッ
クとシート・クッション後部の境目にあ
り、シート・バック上のアンカのシンボル
の下にあります。チャイルド・シートを取

り付けるためにリヤ・シートを見ると、すぐに目に入
ります。シート・バックとシート・クッション間のすき間
に指を差し込むと、すぐに見つかります。

ISOFIX アンカ（2 ドア・モデル）

ISOFIX アンカ（4 ドア・モデル）

テザー・アンカの配置

2 ドア・モデル

各リヤ・シートの後ろにはテザー・ストラ
ップ・アンカがあり、フロア付近に位置し
ています。

テザー・ストラップ・アンカ（2 ドア・モデル）

4 ドア・モデル

テザー・ストラップ・アンカは、ドア側各シ
ートのシートバックの背面にあります。
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テザー・ストラップ・アンカ（4 ドア・モデル）

ISOFIX チャイルド・シートには、両側に堅いバーが
付いています。それぞれ、ロア・アンカに取り付ける
コネクタが付いており、アンカへの取り付け具合を
締めることができます。前向きチャイルド・シートおよ
び一部の後ろ向きのチャイルド・シートには、テザ
ー・ストラップが備えられている場合もあります。テ
ザー・ストラップには、端部にトップ・テザー・アンカ
に取り付けるフックが付いており、アンカへの取り付
け後にストラップを締めることができます。

センタ・シートの ISOFIX
2 ドア・モデル

警告!

この車には、センタ・シート位置はありません。リ
ヤ・シートのセンタ位置にチャイルド・シートを取り
付けるのに、センタ位置の下部 ISOFIX アンカを
使用しないでください。

4 ドア・モデル

警告!

● この車両には、センターの ISOFIX やテザー・
アンカは装備されていません。どのタイプの
ISOFIX チャイルド・シートについても、この位置
への取り付けは認められていません。センタ・
シート位置には、テザー・ストラップを使用して
前向きチャイルド・シートを取り付けないでくだ
さい。

● センタ・シート位置にチャイルド・シートを取り付
けるには、シートベルトを使用してください。

● 複数のチャイルド・シートの取り付けに同一の
ロア・アンカを使用しないでください。一般的な
取扱説明書はð ページ 27 を参照くださ

い。

ISOFIX チャイルド・シートの取り付け

チャイルド・シートをこの車両に取り付ける場合は事
前に、シート位置ごとのチャイルド・シートの使用法
テーブル を参照して、使用するチャイルド・シートの
種類がシート位置に適合するかどうか確認してくだ
さい。

チャイルド・シートを取り付ける際には、必ずチャイ
ルド・シート・メーカの指示に従ってください。すべて
のチャイルド・シートが上述のように取り付けられる
わけではありません。

ユニバーサル ISOFIX チャイルド・シートを使用する
場合、ECE R44 基準（リリース R44/03 またはそれ以
上）「Universal ISOFIX（ユニバーサル ISOFIX）」と印
されている、認定チャイルド・シートのみをご使用い
ただけます。

ISOFIX チャイルド・シートの取り付け:

1. 車両のアンカにコネクタを簡単に付けられるよ
うに、チャイルド・シートのロア・コネクタとテザ
ー・ストラップのアジャスタを緩めます。

2. チャイルド・シートをそのシート位置のロア・アン
カの間に置きます。2 列目シートがリクライニン
グできる場合は、収まりを良くするためにシート
をリクライニングさせたり、ヘッド・レスト（調節
可能な場合）を上げたりしてもかまいません。リ
ヤ・シートを車内で前後に動かせる場合、最後
方に動かしてチャイルド・シートのための空間
を作ることができます。また、フロント・シートを
前方に動かして、チャイルド・シートのための空
間を広げることもできます。

3. チャイルド・シートのコネクタを、選択したシート
位置のロア・アンカに取り付けます。

4. チャイルド・シートにテザー・ストラップが付いて
いる場合は、それをトップ・テザー・アンカに接
続します。テザー・アンカーの取り付け方法に
ついては、 ð ページ 28 を参照してくださ

い。

5. チャイルド・シートをシートの後方および下方へ
押しながら、ストラップをすべて締め付けます。
チャイルド・シート・メーカの指示に従い、ストラ
ップのたるみを取り除きます。

6. ベルトを取りまわしているところでチャイルド・シ
ートを前後に引っ張って、チャイルド・シートが
しっかりと取り付けられているかテストします。
いずれの方向にも、25mm を超えて動いてはい
けません。

警告!

● チャイルド・シートは ISOFIX アンカへ正しく取り
付けないと、機能しません。お子さまが重傷を
負ったり、死亡にいたる恐れがあります。チャ
イルド・シートの取り付けは、必ずチャイルド・
シート・メーカの指示に従ってください。

● チャイルド・シート・アンカは、正しく取り付けら
れたチャイルド・シートの荷重のみを支えるよう
設計されています。大人用シートベルトやハー
ネスに使用したり、車両に他の部品や装置を
取り付ける目的では絶対に使用しないでくださ
い。

● チャイルド・シートは、車両が停止しているとき
に取り付けてください。ISOFIX チャイルド・シー
トがブラケットに正しく固定されると、カチッとい
う音がします。
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トップ・テザー・アンカによるチャイルド・
シートの取り付け

1. チャイルド・シートを取り付けようとしているシー
ト位置の背面を見て、テザー・アンカを見つけ
ます。シートが移動可能な場合、シートを前に
移動させて、テザー・アンカに手が届きやすい
ようにシートを前に移動させる必要がある場合
があります。そのシート位置にトップ・テザー・ア
ンカがない場合、車の別の位置が利用可能な
らば、チャイルド・シートをその位置に移動しま
す。

2. テザー・ストラップを、アンカとチャイルド・シート
の間の最短距離を通して取り回します。後席に
調整機能付きヘッド・レストが装備された車両
の場合、ヘッド・レストを持ち上げ、可能な場合
は、テザー・ストラップをヘッド・レストの下、お
よび 2 本の支柱の間に通します。それができ
ない場合、ヘッド・レストを下げ、テザー・ストラ
ップをヘッド・レストのドア側に通します。

3. 図に示すように、チャイルド・シートのテザー・ス
トラップ・フックをトップ・テザー・アンカに取り付
けます。

テザー・ストラップ・マウント（2 ドア・モ
デル）

テザー・ストラップ・マウント (センター
アームレスト非装備 4 ドア・モデル)

4. チャイルド・シート・メーカの指示に従い、テザ
ー・ストラップのたるみを取り除きます。

警告!

● テザー・ストラップの取り付け方法を誤ると、頭
部の動きが大きくなりお子さまのけがの原因と
なる場合もあります。チャイルド・シートの上部
テザー・ストラップを固定するには、お子さまの
座席の真後ろにあるアンカのみに取り付ける
ようにしてください。

● 車両に分割リヤ・シートが装備されている場合
は、ストラップのたるみを取り除くときに、テザ
ー・ストラップが背もたれの間に入り込まないよ
うに注意してください。

i-Size チャイルド・シートの使用に適した
助手席

車両のリヤ・ドア側シートは、最先端の i-Size チャイ
ルド・シートを収容するために型承認されています。

これらのチャイルド・シートは、i-Size（ECE R129）基
準に従って製造と型承認が行われ、車両にお子さ
まを乗せるための安全性条件が向上しています。

● お子さまは、生後 15 か月までは後ろ向きに乗せ
る必要があります。

● チャイルド・シート保護は、側面衝突に備えて強
化されています。

● チャイルド・シートの不適切な装着を回避するた
めに、ISOFIX システムの使用が奨励されていま
す。

● お子さまの体重ではなく身長に合わせることで、
チャイルド・シートの選択がより効率的になりま
す。

● 車両シートとチャイルド・シートの間に互換性が
あることは、より望ましいです。i-Size チャイルド・
シートは、「スーパー ISOFIX」と見なすことができ
ます。つまり、これらの車両シートには、型承認
済み i-Size シートが装着能でき、ISOFIX（ECE
R44）型承認済みシートも装着できます。

メモ :
i-Size 型承認済み車両シートには、図 XX の記号が
付けられています。

図 XX
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シート位置ごとのチャイルド・シート使用 法

この表には、特にチャイルド・シート・メーカを対象とした技術情報が記載されているため、各国言語に翻訳す
る必要はありません。

2 ドア・モデル 取り付け位置

シート位置番号 1 2. 3 4. 5

前向き汎用ベルト取り付けに適したシート位置（適／不適）
非作
動

非作
動

作動
非作
動

作動

後ろ向き汎用ベルト取り付けに適したシート位置（適／不適）
非作
動

非作
動

作動
非作
動

作動

i-Size シート位置（適／不適）
非作
動

非作
動

作動
非作
動

作動

横方向固定具取り付けに適したシート位置（L1/L2）
非作
動

非作
動

非作
動

非作
動

非作
動

後ろ向き固定具取り付けに適したシート位置（最大）
（R1/R2X/R2/R3）

非作
動

非作
動

R3
非作
動

R3

前向き固定具取り付けに適したシート位置（最大）
（F1/F2X/F2/F3）

非作
動

非作
動

F3
非作
動

F3

補助チャイルド・シートに適したシート（B2/B3） 非作
動

非作
動

B3
非作
動

B3

4 ドア・モデル 取り付け位置

シート位置番号 1 2. 3 4. 5

前向き汎用ベルト取り付けに適したシート位置（適／不適）
非作
動

非作
動

非作
動

作動 作動

後ろ向き汎用ベルト取り付けに適したシート位置（適／不適）
非作
動

非作
動

作動 作動
非作
動

i-Size シート位置（適／不適）
非作
動

非作
動

作動
非作
動

作動

横方向固定具取り付けに適したシート位置（L1/L2）
非作
動

非作
動

非作
動

非作
動

非作
動

後ろ向き固定具取り付けに適したシート位置（最大）
（R1/R2X/R2/R3）

非作
動

非作
動

R3 R2 R3

前向き固定具取り付けに適したシート位置（最大）
（F1/F2X/F2/F3）

非作
動

非作
動

F3 F3 F3

補助チャイルド・シートに適したシート（B2/B3） 非作
動

非作
動

B3 非作
動

B3

適したシート位置を使用する場合は、シートを最後方位置に調整してください。

大きいチャイルド・シートを使用する場合は、前方の シートの位置を変更してください。

シート位置：

1. フロント左

2. フロント右
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3. 2 列目左

4. 2 列目中央

5. 2 列目右

ヘッド・レストがチャイルド・シート取り付けの邪魔に なる場合は、ヘッド・レストを調節します（調節可能な場
合）。



車両に対して FCAIO が推奨するチャイ ルド・シート

ライン・アクセサリ Mopar®には、アンカ・ポイントま たは ISOFIX アンカを備えたシートベルトを使用して 固定
する全種類のチャイルド・シートが含まれています。

体重グループ チャイルド・シート
チャイルド・シ
ートのタイプ

チャイルド・シート
の取り付け

グループ 0+：
新生児～

13kg、40cm～
80cm

Peg Perego
Primo Viaggio

i-Size

Mopar®注文
コード：

50290501

i-Size ユニバーサ
ル・チャイルド・シー
ト i-Size サブベース
（チャイルド・シート
との同時購入また
は個別購入が可

能）と車両の
ISOFIX アンカーを
使用する場合の
み、進行方向とは
逆の方向に取り付
けることができま
す。リヤ・シートに
取り付ける必要が

あります。

Peg Perego
Base i-Size

Mopar®注文
コード：

50290505
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体重グループ チャイルド・シート
チャイルド・シ
ートのタイプ

チャイルド・シート
の取り付け

グループ
0+/1： 9～

18kg、67cm～
105cm

Peg Perego
Viaggio FF105

Mopar®注文
コード：

50290502

i-Size 認定チャイル
ド・シート Peg

Perego Base i-Size
サブベースとの組
み合わせの場合の
み取り付けることが
できます（個別購
入、または Peg
Perego Primo

Viaggio i-Size チャイ
ルド・シー・トシステ
ムとの同時購入が
必要）。リヤ・シート
に取り付ける必要

があります。

Peg Perego
Base i-Size

Mopar®注文
コード：

50290505

グループ 2：
15～25kg、

95cm～
135cm

Peg Perego
Viaggio 2 3
Shuttle plus
（供給されて
いる場合）

Mopar®注文
コード：

50290504

車両の 3 点式シー
トベルトおよび

ISOFIX アンカ（存
在する場合）を使
用して前向きでの

み取り付けることが
できます。Jeep®で
は、車両の ISOFIX
アンカ・ポイントを

使用して、このシー
トを取り付けること
を推奨します。可
能な限り、リヤ・ド

ア側シートに取り付
けてください。

グループ 3：
22～36kg、
136cm～
150cm

Peg Perego
Viaggio 2 3
Shuttle plus
（供給されて
いる場合）

Mopar®注文
コード：

50290504

車両の 3 点式シー
トベルトおよび

ISOFIX アンカ（存
在する場合）を使
用して前向きでの

み取り付けることが
できます。Jeep®で
は、車両の ISOFIX
アンカ・ポイントを

使用して、このシー
トを取り付けること
を推奨します。可
能な限り、リヤ・ド

ア側シートに取り付
けてください。

重要：Jeep®では添付されている指示に従ってチャイ ルド・シートを取り付けることを推奨しています。
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整備およびお手入れ

タイヤ

タイヤの安全情報

タイヤの安全情報では、以下の情報の内容を説明
します。タイヤのマーキング、タイヤ識別番号、タイ
ヤの用語と定義、タイヤ空気圧、およびタイヤ積
載。

タイヤ上のマーク

タイヤ上のマーク

1 — 米国運輸省規定安全基準規
格（TIN）
2 — サイズ指定
3 — 整備の説明
4 — 最大荷重
5 — 最大空気圧
6 — トレッド・ウエア、トラクション、
および温度等級

タイヤ積載とタイヤ空気圧

メモ :
適正な冷間時のタイヤ空気圧は、運転席側 B ピラ
ーまたは運転席側ドアの後端に明示されています。

月に一度はスペア・タイヤ（タイプ別装備）も含めて
各タイヤの空気圧を点検し、ご使用の車両の推奨
空気圧まで空気を入れてください。

タイヤ・プラカードの配置例（ドア）

タイヤ・プラカードの配置例（B ピラー）

タイヤと積載情報のプラカード

タイヤと積載情報のプラカード

このプラカードは次の重要な情報を説明していま
す。

1. 乗車可能な人数。

2. 運搬可能な総重量。

3. 車両のタイヤ・サイズ。

4. フロント・タイヤ、リヤ・タイヤおよびスペア・タイ
ヤの冷間時のタイヤ空気圧。

タイヤ - 一般情報

Tire Pressure（タイヤ空気圧） 
車を安全かつ快適に走行させるためには、タイヤの
空気圧を適切に保つことが非常に重要です。タイヤ
空気圧が不適切だと、車の走行にかかわる次の 4
項目に影響を及ぼします。

● 安全性

● 燃費

● トレッドの摩耗

● 乗り心地と車の安定性

安全性

警告!

● 空気圧が不適切なタイヤは危険で、衝突事故
を起こす恐れがあります。

● 空気圧が低すぎると、タイヤのたわみを増加さ
せ、過熱や破損の原因になります。

● 空気圧が高すぎると、タイヤの衝撃吸収能力
が損なわれます。道路上の障害物および穴

(続き)
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警告!

は、タイヤの故障を招く損傷を与える場合があ
ります。

● タイヤの空気圧が高すぎたり低すぎたりすると
操作性に影響し、また、突然パンクして車の制
御ができなくなる恐れがあります。

● 不均衡なタイヤ空気圧は、ステアリング異常の
原因になります。車が制御できなくなる恐れが
あります。

● タイヤ空気圧が左右で異なると、車体が左ま
たは右に振られる恐れがあります。

● 必ず推奨されている冷間時のタイヤ空気圧で
運転してください。

高すぎる空気圧および空気圧の不足は、車両の安
定性に影響を及ぼし、運転時の反応が鈍くなったよ
うに感じたり、反応が大きすぎるように感じたりする
場合があります。

メモ :
● タイヤ空気圧が左右で異なると、不適正な予測

できないステアリング反応が起こることがありま
す。

● タイヤ空気圧が左右で異なると、車体が左また
は右に振られる恐れがあります。

燃費

空気圧が低いタイヤは、タイヤの回転抵抗を増加さ
せ、燃費が低下します。

トレッドの摩耗

不適切な冷間時のタイヤ空気圧は、正常ではない
摩耗やトレッド寿命の短縮の原因となり、早目のタイ
ヤ交換が必要になります。

乗り心地と車の安定性

適切なタイヤの空気圧は、快適な乗り心地を実現し
ます。空気圧が高すぎると、きしり、および乗り心地
の悪化の原因になります。

タイヤの空気圧 
冷間時の適正なタイヤ空気圧は、車両左側の B ピ
ラーまたは助手席側ドアの後端に明示されていま
す。

最低 1 ヵ月に 1 度：

● 高品質の小型空気圧ゲージでタイヤ空気圧を点
検して調整します。目視だけで適切な空気圧が
入っているかどうかを判断しないでください。タイ
ヤは、空気圧が低くても、適切な空気圧があるよ
うに見えます。

● タイヤの摩耗や目視できる損傷の徴候がないか
タイヤを検査します。

注意!

タイヤ空気圧を点検して調節したら、必ずバルブ・
ステム・キャップを取り付け直してください。このキ
ャップは、水分や汚れのバルブ・ステムへの混入
を防ぎます。水分や汚れが入ると、バルブ・ステ
ムは損傷することがあります。

ラベルに明記された空気圧は、「冷間時のタイヤ空
気圧」です。冷間時のタイヤ空気圧とは、車が 3 時
間以上停車している状態のタイヤ空気圧、または 3
時間以上が経過した後で走行した距離が 1.6km（1
マイル）未満のタイヤの空気圧を意味します。冷間
時のタイヤ空気圧は、タイヤの側面に記載された最
大空気圧を超えないようにしてください。

タイヤの空気圧は温度変化の影響を受けるため、
外気温の変動が激しい場合はより頻繁に点検を行
ってください。

タイヤの空気圧は、気温が 7°C（12°F）変化するごと
に約 7kPa（1PSI）変化します。特に冬にガレージ内で
タイヤ空気圧をチェックする際は、このことを覚えて
おいてください。

例: ガレージ内の温度が 20°C（68°F）で外気温が
0°C（32°F）の場合、冷間時のタイヤ空気圧を 21kPa
（3psi）高くします。つまり、外気温との差が 7°C
（12°F）ごとに 7kPa（1psi）で調整します。

タイヤ空気圧は、走行中に 13～40kPa（2～6psi）上
昇する場合があります。この空気圧の増加は正常
なので圧力を下げないでください。空気を抜くとタイ
ヤ空気圧が低くなりすぎます。

高速走行時のタイヤ空気圧 
メーカは、制限速度内の安全速度で運転することを
推奨しています。制限速度や道路条件から高速運
転が可能で、実際に高速運転を行う場合、タイヤの
空気圧を適切に保つことが特に重要になります。高
速走行を行うには、タイヤ空気圧を上げて、車両積
載量を減らす必要がある場合もあります。推奨され
る安全走行速度、積載量、および冷間時のタイヤ空
気圧については、認定タイヤ販売店または純正部
品販売店に問い合わせてください。

警告!

最大積載時の高速走行は危険です。タイヤに負
荷がかかりすぎると、破損することがあります。重
大な衝突事故につながる恐れもあります。車が最
大積載量まで積荷されている場合は、120km/h
（75mph）を超える速度で長時間走行しないでくだ
さい。

積載方法 
車両のタイヤの最大荷重は、タイヤの荷重容量を
超えないようにしてください。タイヤと積載情報のプ
ラカードに指定されている積載条件、タイヤ・サイ
ズ、冷間時のタイヤ空気圧を守っていれば、タイヤ
の荷重容量を超えることはありません。

メモ :
最大積載量の状態では、フロント・アクスルおよびリ
ヤ・アクスルの車軸定格総重量（GAWR）を超えな
いようにしてください。
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ラジアル・タイヤ 

警告!

ラジアル・タイヤを他の種類のタイヤと混合して使
用すると、車の操作性に悪影響を及ぼします。安
定性が損なわれ、衝突事故につながることがあり
ます。ラジアル・タイヤは、常に 4 本セットで使用
してください。絶対にラジアル・タイヤをその他の
タイヤと組み合わせて使用しないでください。

タイヤの修理

タイヤが損傷した場合でも、次の基準に適合する場
合は修理できることがあります：

● パンクした状態で走行していない。

● 損傷がタイヤのトレッド部分に限定されている
（サイドウォールの損傷は修理できません）。

● パンクが 6mm 以下である。

タイヤの修理および詳細については、認定タイヤ販
売店にお問い合わせください。

損傷したラン・フラット・タイヤ、または空気圧が減少
したラン・フラット・タイヤは、サイズおよび整備詳細
（積荷指数および速度記号）が同じ新品のラン・フラ
ット・タイヤとすぐに交換する必要があります。再使
用できるようには設計されていないため、タイヤ空
気圧センサは交換してください。

ラン・フラット・タイヤ - タイプ別装備

ラン・フラット・タイヤを使用すると、空気圧が急速に
減少した後でも、80km/h（50mph）の速度で 80km
（50 マイル）の距離を走行することができます。この
空気圧の急速な減少は、ラン・フラット・モードと呼ば
れます。ラン・フラット・モードは、タイヤ空気圧が
96kPa（14psi）以下の場合に発生します。ラン・フラッ
ト・タイヤがラン・フラット・モードに達すると、その運
転性能が制限されるため、直ちに交換する必要が
あります。ラン・フラット・タイヤは修理できません。ラ
ン・フラット・モード（96kPa（14psi））で走行した後ラ
ン・フラット・タイヤを交換する場合、TPMS センサは
再利用できないので、交換してください。

メモ :
タイヤがパンクした状態で車両を走行した場合は、
その後 TPMS センサを交換する必要があります。

タイヤがラン・フラット・モードのときに、フル容量で
積載された車両を運転したり、トレーラをけん引する
ことはお勧めできません。

タイヤの空転 
ぬかるみ、砂地、雪道、凍結路で立ち往生したとき、
タイヤを 30 mph (48 km/h)を超える速度で、または
30 秒以上連続して空転させないでください。

警告!

タイヤの高速空転は危険です。過度のホイール
回転速度によって生じる力でタイヤが破損または
故障する恐れがあります。タイヤが破裂し、人に
けがを負わせる場合もあります。ぬかるみなどで

(続き)

警告!

動かなくなった場合は、車のタイヤを 48km/h
（30mph）を超える速度で 30 秒以上連続して空転
させないでください。また、回転速度に関係なく、
空転しているタイヤ付近に人が近づかないように
してください。

トレッド・ウエア・インジケータ 
トレッド・ウエア・インジケータは、純正タイヤに備え
られており、タイヤの交換時期を判断するのに役立
ちます。

タイヤ・トレッド

1 - トレッド・ウエア・インジケータ

インジケータは、トレッド溝の底の部分に成形加工さ
れており、トレッドの深さが 1.6mm（1/16 インチ）にな
ると、筋状に盛り上がった箇所が現れます。トレッド
が摩耗してトレッド・ウエア・インジケータが見えた
ら、タイヤを交換する必要があります。

タイヤの寿命 
タイヤの寿命は以下のさまざまな要因に左右されま
す。

● ドライビング・スタイル。

● タイヤ空気圧 - 冷間時のタイヤ空気圧が適切で
ないと、タイヤ・トレッドが不均一に摩耗する原因
になります。こういった、正常ではない摩耗によっ
てトレッドの寿命が縮まり、早目のタイヤ交換が
必要になります。

● 走行距離。

● 一般に、パフォーマンス・タイヤ、V 以上の速度
記号が表記されているタイヤ、夏用タイヤのトレ
ッド寿命は短いです。車のメンテナンス・ノートに
合わせて、これらのタイヤのローテーションを行う
ことを強くお勧めします。

警告!

タイヤとスペア・タイヤは、トレッド残溝の有無に
関わらず 6 年毎に交換してください。この警告に
従わないと、突然タイヤが損傷することがありま
す。車を制御できなくなり、重傷または死亡につな
がる衝突事故が発生する恐れがあります。

メモ :
既存のタイヤの摩耗や損傷のために新品のタイヤ
を取り付ける場合、ホイール・バルブ・ステムも交換
する必要があります。
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取り外したタイヤは可能な限り光が当たらない涼しく
乾いた場所に保管してください。タイヤにオイルやグ
リース、ガソリンを付着させないでください。

交換用タイヤ 
新車に装着されているタイヤは、さまざまな特性の
バランスが取れています。定期的に、摩耗の有無や
冷間時の適正タイヤ空気圧を点検してください。当
社では、タイヤの交換が必要な時は、サイズ、品
質、性能が純正品と同等のタイヤを使用することを
強く推奨しています ð ページ 34。タイヤのサイズ

指定については、タイヤと積載情報のプラカードま
たは車両識別ラベルを参照してください。タイヤの
積荷指標と速度記号は、純正タイヤのサイドウォー
ル（側面）に表示されています。

フロント・タイヤ 2 本またはリヤ・タイヤ 2 本はペアで
交換することをお勧めします。1 本のタイヤのみを
交換した場合、車の操作に重大な影響が出る恐れ
があります。ホイールを交換する場合は、ホイール
の仕様が元のホイールの仕様と一致していることを
確認してください。

タイヤの仕様や特性に関しては、認定タイヤ販売店
または純正品取扱店にお尋ねください。同等の交換
タイヤを使用しないと、車の安全性、操作性および
乗り心地に悪影響を及ぼす恐れがあります。

警告!

● 車両に指定されている以外のタイヤ、ホイー
ル・サイズ、定格荷重、または定格速度のもの
は使用しないでください。車両仕様に適合しな
いタイヤおよびホイールを組み合わせると、サ
スペンション寸法および性能特性が変わり、操
縦性、操作性および制動性が変わってしまい
ます。これにより予期せぬステアリング・ホイー
ル操作が生じたり、ステアリングおよびサスペ
ンション構成部品に応力がかかったりすること
があります。車を制御できなくなり、重傷または
死亡につながる衝突事故が発生する恐れがあ
ります。この車には、認可された定格荷重のタ
イヤおよびホイール・サイズを必ず使用してく
ださい。

● 純正タイヤより少ない荷重指標または荷重量
のタイヤは決して使用しないでください。荷重
指標が小さいタイヤを使用すると、タイヤに過
剰な負担がかかり損傷する恐れがあります。
車を制御できなくなり、衝突事故につながる恐
れがあります。

● 車の速度に十分耐えるタイヤを装着していな
いと突然タイヤが損傷し、車を制御できなくな
ることがあります。

注意!

標準装備のタイヤを異なるサイズのタイヤに交換
すると、スピードメータやオドメータの値が不正確
になる恐れがあります。
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